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第一章　押し付けられた不釣り合いな仕事












　鵬天国ほうてんこくという国がある。北に険しい山脈、南には悠然と流れる大河と大森林、東には肥沃な平地、西には広大な海の広がるその国は、隣国とのささいな争いはあるものの、人々が生を謳歌する平和な世を長く保っていた。ただ、熟し過ぎた実が腐って落ちるように、円熟した国もまた倦うむものである。先代国王の急死によって即位した今代の王は、先代の弟でありながら、王としての資質を表すとされる『王の瞳色』を持たない愚王だったのだ。優秀な家臣たちの支えもあり、国家運営に支障が出ているわけではないが、国政に関わる姿勢は皆無で、即位から十年、先代の遺児への譲位を求められるも、のらりくらりとその地位から退くことを拒んでいる。

（――――というのが、あたしの知っている全て、なんだけど）

「紅鈴こうりん、聞いておりますの？」

「えぇ、令蔡れいさい様。配置換えの件でございましょう？」

　ため息を呑み込んで、あたしはちゃんと受け答えをした。思わず心をどこかに飛ばしていたのは事実だけれど、ちゃんと耳は働いている。

　ここは鵬天国の中心である王宮、あたし――紅鈴は下級女官としてここに勤めている。

　てっきり不貞腐れて聞いていないとでも思ったのか、しっかり受け答えをされた目の前の上司――女官長の令蔡様は少し鼻白んだように見えた。けれど、さすがに百以上もいる女官のトップだ。すぐに立て直した。

「よろしい。であれば、明日からは陛下の部屋付きとなります。引継ぎは前任の明蓉めいようから受けるように」

「かしこまりましてございます」

　令蔡様が去っていくのを確認し、あたしはようやく息を吐いた。相手が女官長だったからだろう。緊張していたのが分かる長い長いため息だ。

「ねぇ、ちょっと、今のほんと？」

　声を掛けて来たのは、同じ下級女官として洗濯物を干していた緋蝶ひちょうだ。その顔は心配一色に彩られている。

「とうとう名家出身の上級女官の方々が全員投げ出したってことでしょ？」

「そうよねぇ……」

　普通に考えれば国王陛下の部屋付きなんて、取り合いになるレベルの名誉な仕事だ。ただし、愚王でなければ、という注釈付きで。

　たとえ愚王と罵られようが、王であることには変わりない。だからこそ、上級女官たちは陛下の部屋付きを命じられることを喜んでいたはずだった。うまく取り入って甘い汁を啜すすれれば、との期待と野心を胸に抱いて。だというのに、気付けば陛下の部屋付きという名誉な筈の役職は、上級女官を一巡してとうとう平民出身の下級女官にまで回って来てしまっている。その中でも最初の犠牲者があたしになってしまったのは、不運としか言いようがない。

（どれだけ面倒な仕事なんだろう……）

　同じ王宮で働く女官だというのに、名家出身の上級女官たちと、あたしたち平民出身の下級女官たちの間には、身分という深い溝が横たわっている。そのせいで、お互いに交流もほとんどなく、詳しい情報は回って来ない。

「余程の気難し屋か、癇癪かんしゃく持ちか、……ねぇ、紅鈴、物は相談なんだけど」

「なぁに？」

　濡れた洗濯物を広げながら先を促すと、緋蝶はいい笑顔を浮かべた。

「できるだけ頑張って長く勤めてね？」

「……要するに、緋蝶のところまで回すなってことね」

「そうとも言うわ。だって、私は私が可愛いもの」

「あたしだってあたしがかわいいわよ」

　ちょっとふざけて肘で押し合いながらくすくすと笑う。緋蝶なりにあたしを元気づけてくれているのが分かるから、あたしも冗談めかして返事をした。まぁ、保身が一割もないとは言わないけれど。誰だって自分が可愛い。

「これが終わったら、明蓉様のところに行くわね。どうせこの時間ならもう休憩室でしょ」

「片付けは任せて。あと、いじめられないように気をつけてね」

「大丈夫でしょ。すごく名誉な仕事だって言っても、上級女官様がみんな投げた仕事なんだし」

　このときは本心からそう思っていた。名家出身の女官のプライドを甘く見ていたのだ。
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「……つっかれたー」

　書き損じの紙の裏を束ねた粗末な帳面を片手に前任の明蓉様に引継ぎをお願いしに行っただけなのに、すごく疲れた。

「甘く見てたわ……うん。世の中にはまだまだ知らないことがあるのね」

　ちょっぴり遠い目になってしまったあたしは悪くない。下っ端女官のあたしたちと違って、彼女らは早くに上がって休憩室で社交――要はおしゃべりに興じるのだ。それを知っていたからこそ、あたしは少しだけ早めに上がって休憩室に行ったのだけれど。

（迂闊だったわ。そりゃ、明蓉様以外もいるわよね）

　明蓉様に仕事内容を伺いに行ったあたしは、そこに居合わせた上級女官全員の注目を浴び、様々な忠告をいただいた。

『貴女のような端女はしためがこのような高貴な仕事を任せられるのは、わたくしたちの温情があってこそでしてよ？』

『くれぐれも分不相応な望みなど抱かぬようにお気をつけあそばして？』

『本来ならば直接お目にかかることすらできないでしょうに。その幸運を大切になさらないと』

　言いたいことは、まぁ、分かる。自分たちが投げ出したことを棚上げして、身の程をわきまえておけ、というやつだ。

　そのありがたいご忠告の数々を拝聴していたおかげで、予定していた時間を大幅に超過し、危うくご飯を食べ損ねるところだった。下っ端扱いの下級女官が食堂にいられる時間は短い上に時間厳守なのだ。本当に勘弁していただきたい。

「明日からか……。まぁ、頑張るしかないか」

　幸い、仕事の内容自体は全く難しいものではなかった。むしろ、どうしてこんな仕事を放り出すのかが分からない。上級女官たちには、ぜひとも回廊掃除や洗濯のしんどさを体験して欲しいと思う。

「ま、そんな機会はないか」

　あたしは自分の手を見た。ここで大量の洗濯物を扱うようになってからというもの、どんどん指先は荒れていった。もうこれ以上荒れることもないだろうと思っていたら、まだ上があるのだ。意外と人間の指は丈夫らしい。

　休憩室でお喋りに花を咲かせていた上級女官たちの指先が綺麗だったことを思い出し、ちょっぴり切なくなる。しかもあちらの方々の方が給与も高いらしいから、なおさら。

「あ、紅鈴、どうだった？」

　部屋に戻るなり、緋蝶がわくわくと好奇心を隠すこともなく声をかけてきた。

「なんとかギリギリご飯は食べれたわ」

「あー……そっちかぁ。いや、それも大事だけどね」

「大事よ。これぐらいしか楽しみがないもの」

　食事は基本的に朝夕の二回だ。福利厚生に含まれるので、遠慮なく食べられる。だけど、一番混む時間帯は、あたしたちみたいな下っ端は睨まれるし、何なら物理的に席を移動させられるので、早めに済ませないといけないのだ。下手に後回しにするととんでもなくあり合わせのメニューしか食べさせてもらえないし、ひどいときには主食のみになる。一度、どうしても間に合わなくて、遅い時間に行ったら、塩にぎりと漬物しかもらえなかった。汁物すらなかったので、あのときは本当に侘わびしかった。

「仕事の話よ、仕事の」

「分かってるって。でも、特別なことは何もなかったのよ？　朝の支度一つにしてみても、起きてなかったら起こして、顔を洗ってもらって、身支度は自分でしてくれるらしいから、手伝う必要もないし」

「え？　身支度って侍従の仕事じゃないの？」

「侍従は付いてないみたい。さすがというかなんというか」

「部屋付き女官と同じく、侍従も不人気とか？」

「いやまさか……、ありえなくもないのかな」

　お互いに目を合わせて、乾いた笑いを浮かべる。おかしいな。国王陛下って、一番身分が上の人の筈なんだけど。

「休憩室はなんか面白い話題ありそうだった？」

「うーん？　漏れ聞いた限りでは、特になかったかなぁ。深鹿しんろく様の今日のお召し物も素敵だったとか、暁輝ぎょうき将軍の訓練姿がしびれるとか、史朧しろう殿下の部屋付きは担当が完全に固定で変わらないとか？」

「どれもいつもの話じゃない。たまには違う話題にすればいいのに」

　こればかりは緋蝶の言う通りだと思う。上級女官たちの話題と言えば、怜悧な美貌の宰相である深鹿様の素敵な衣装や猛吹雪のような冷徹な発言、筋骨隆々な護国将軍の暁輝様の迫力満点かつ汗の舞い散る訓練風景、そして愚王――もとい、陛下に次ぐ高い地位である王太子史朧様の部屋付きになれば将来安泰のはずなのにという野望、この三つに尽きる。

「あぁ、そういえば、休憩室からの帰りに深鹿様とすれ違ったわ」

「え？　本当？　うらやましいなぁ」

　緋蝶は羨ましがるけれど、あたしは別に深鹿様にキャーキャー言えない。だって、高確率で冷え冷えとするセリフを部下に吐いてるのしか見ないから！　聞いてるだけで、胸が痛くなるから！

　そう告げると「そこがいいんじゃない。で、今日はどんな罵倒をしてたの？」と目をキラキラさせる緋蝶が一番理解できない。

「なんか、くだらないことで相談に来た部下に『そのぐらいのこと、自分と周囲の人間だけで解決できるでしょう。でなければ官吏に向いていませんね。荷物をまとめて郷里に帰りますか？　それとも自分で何とかしますか？』って淡々と」

　あたしは緋蝶のために、ちょっと声を作って物真似を披露した。深鹿様はよく艶やかな黒髪を耳に掛ける仕草をするので、それも加えて。

　確かに、あれは廊下で呼び止めた方もどうかと思ったのよね。漏れ聞こえた内容は緊急のものにも思えなかったし。

「やだ、最高。そこに居たかったわー……」

「むしろあたしは居たくなかったわよ。なんていうか、他人事の筈なのに、聞いてるだけで胃がきゅうっとなるし」

「そこがいいんじゃない！　背筋とかぞわぞわして、『ありがとうございます！』って気分にならない？」

「ならない。無理」

　緋蝶の深鹿様礼賛を聞き流しながら、あたしは寝間着に着替えて寝台に寝転がった。

（明日から、新しい仕事かぁ……）

　正直、緋蝶とおしゃべりしながら洗濯してる方が楽しいのだけど。ちょっと荒れた指先がひりひりするのはおいといて。

　そんなことを考えながら目を閉じた。
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「失礼いたします」

　前任の明蓉様から事細かに聞き出した覚書を何度も確認し、さらにその帳面をお守り代わりに胸元にしっかり入れて、あたしは今日の仕事に臨んだ。

（ノックしても返事がなければ、静かに入室すること、と）

　開けるときに軋む音一つ立てない扉に驚きながらも、あたしは洗面桶やお湯などを載せたワゴンを押しながら部屋に足を踏み入れる。

（これはさすがに別世界よ……）

　足元から壁から天井から、いちいち高価なものが目について仕方がない。できることは多い方がいい、という父の薫陶くんとうの元、家業の商家を手伝っていたため、それなりの目利きはできるようになった。いっそのこと、目利きができない方が気を楽にして仕事に臨めたかもしれないと、少しばかり後悔が心に浮かぶ。

「おはようございます、陛下。お湯をお持ちいたしました」

　注意その一、間違っても陛下のご尊名を呼んではならない。起きないようなら声掛けを続けること。天気の話が一番当たり障りのない話題。

　引継ぎに従って声を掛けたけれど、まだ起きる気配はない。

「本日は空気も澄んでいて空も晴れ渡っております。絶好のお散歩日和ですよ」

　窓の外を見て、思ったそのままを口にすれば、何故か寝台から噴き出すような声が聞こえた。天蓋から垂れる紗幕のせいで陛下の姿は見えないけれど、うっすら見える影を窺えば、ダンゴムシのようにうずくまったまま小さく震えている気がする。

（起きてるじゃない）

　これが実家なら、鬱陶しい紗幕を勢いよく開いて、シーツを引っ張った勢いで相手を寝台から転がし落とすのだけれど、そんな真似はできない。それが本当にもどかしい。寝起きの悪い兄を寝台から引きずり落としてシーツを洗うのは私の仕事だったことを思い出し、自然と口が笑みの形を作る。

「お散歩かぁ、いいねぇ、それ」

　のんびりとした声と共に、起き上がった人影が紗幕をかき分けようとしているのが見えて、私は慌てて膝をついて頭こうべを垂れた。

　紗幕の衣擦れの音の後、ひた、と素足で床を踏むのが分かる。とりあえず私の前を通り過ぎるまでは床の木目の数でも数えていようか……、惚れ惚れするほど艶のある床だわ。

「君は新しい子かな？」

「はい、おそれいります」

「ん？　別に恥ずかしがる必要はないよ。あんな斬新な挨拶は初めてで、とても新鮮だったから。確かにいい天気だ。絶好のお散歩日和だね」

　屈託のない響きの声に、ごくりと生唾を飲んだ。

（これは、言葉通りに受け取らない方がいいのよね？　遠回しに嫌味を言っているのよね？　そう、おそらく『散歩している暇なんてない自分に対する当てつけか！』みたいな）

「おそれいります」

　馬鹿の一つ覚えのように同じ返事を繰り返すと、くすりと小さな笑い声が落ちてきた。

「お湯だけ置いて下がっていいよ。あぁ、半刻後に朝食を持って来て」

「か、しこまりました」

　ワゴンからタオルを含む手水セット一式を下ろしてテーブルに並べると、私は深々と頭を下げて部屋を出る。

　緊張で硬くなった体を懸命に動かしながら廊下を歩くこと数十歩。はた、と気が付いた。

（半刻って、洗面と着替えだけでそこまでかかるはずないわよね？　なに？　二度寝なの？　二度寝する気なの？）

　噂に違わぬ『お飾りの愚王』だったのだと、改めて認識して、あたしはがっくりと肩を落とした。

（やっぱり、『王の瞳色』って大事なのかしら……）

　ここ鵬天国の王家は代々『王の瞳色』と呼ばれる金茶の瞳を持つ者が国王となり国を運営している。陛下の実の兄でもある先代国王も、綺麗な金茶の瞳を持っていたそうだ。その頃はまだあたしはここに女官として上がっていないので、伝聞でしかないのだけれど。ところが、当代陛下は黒い瞳の持ち主で、それだけでも当時、即位に反対する者が多かったのだとか。先代の遺児でいらっしゃる史朧殿下も金茶の瞳をお持ちなので、幼い殿下に後見人を立てて即位していただく話も出たらしい。まぁ、誰を後見人にするかで揉めた結果が、愚王の即位なので、しがない商家の娘としては、やってられない、という感じなのだけど。

（何しろやり手商人の跡継ぎ息子がボンクラで、次代であっという間に傾いた……なんて話はざらだしね。商家ならともかく、国となれば傾くなんて勘弁して欲しいし）

　うちの実家だって、先代のせいで傾いたのを父の代で何とか持ち直した、って感じだし。

　先々代の改良した洗濯板がバカ売れし、一気に大きくなったうちの商家は、お人よしの先代があちこちで人助けをしたせいで見事に傾いた。人助けという名の集たかりに遭った結果とも言う。父はうまく損切りをして、規模を縮小しつつも健全な経営に戻してくれたので、その後継である兄が頑張ってくれることを願うだけだ。

（そのためにも、国に傾いてもらっちゃ困るのよ……）

　自然とため息が出る。さしあたって、指示のあった半刻までどうやって時間を潰すべきか。とりあえず、厨房で陛下の朝食の準備をお願いしてから考えよう。
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「失礼いたします。朝食をお持ちいたしました」

　起こしに来たときと同じく、室内からの返事はなかった。仕方ないので、そっと扉を開けて入室する。二回目ともなると緊張も少しは和らいでいた。

（……ありえない）

　長椅子に寝そべっているのは、間違いなく半刻前に起こしたばかりの陛下だった。着替えているし、顔を洗った形跡は残っているけれど、また寝ている。ただ、淡い茶色の髪が陽光に当たって輝いているその姿に、うっかり見惚れそうになってしまった。

（顔の造作は悪くないんだよね……）

　さすが高貴オブ高貴。権力者には美女が献上され、そこから生まれた子にもまた同じく美女の奥さんができ、そんな風にして続くハイブリッドな王族なのだから、美形でないはずがない。『王の瞳色』を持っていないとしても、先代国王と同じ父、同じ母から生まれているのだ。

　すやすやと穏やかな寝息を立てている陛下に、少しだけ呆れた目線を向けてしまったが、職務は職務だ。あたしは気持ちを切り替えた。

　使われたであろう洗面一式をワゴンに載せ、かわりにあたたかな湯気の立つ朝食を長椅子の前の卓に並べていく。

　実はこの朝食を用意するときもひと悶着あった。毒見された様子もないのに冷え切った膳を用意されていたのだ。しかも、そのメニューはとても国王とは思えないほど貧相なもの。粥とお茶と漬物だけ。どういうことかと尋ねてみれば、これまで陛下を担当していた女官は、これでいいのだと言っていたらしい。それ、嫌がらせじゃないの？　と思ったあたしは悪くない。誰が冷え切ってべちょべちょになった粥など食べたいものか。

　あたしは独断で料理人と交渉し、あたたかい粥を作り直してもらって温玉まで付けてもらった。聞けば史朧殿下の朝食はさらに焼き魚と果物が付くらしい。食べ盛りの殿下と比べるのはおかしいかもしれないが、それにしたって差別が酷い。もしかしたら陛下付きになってしまった女官の誰かが改悪したのかもしれない。こんな朝食なんて絶対に美味しくないし、食べたところで一日やる気が出ないだろうに。

　ふわりと香る出汁の香りにつられたのか、横になっていた陛下の瞼が震えた。

「ん……？」

「おはようございます。お湯をお持ちしてから半刻経ちましたので、朝食をお持ちいたしました」

　あたしの言葉に、何故か驚いたように目を何度も瞬かせた。

「……どうして、湯気が」

「何か不足がございましたでしょうか？」

　陛下の目がちらりとこちらを向く。あぁ、確かに『王の瞳色』ではない。真っ黒な瞳だ。

「いや、なんでもない」

　れんげを手にした陛下の前に、温かいお茶を置く。下っ端女官のあたしは、高貴な身分の方にお茶を入れたことなどない。一応、淹れ方は教わっているので、間違ってはいないと思う。蒸らし時間もちゃんと計ったし。

　お茶の味だけが心配だったけれど、どうやら大丈夫だったようだ。一歩離れて控えたあたしの前で、陛下はパクパクと朝食を平らげて、合間にお茶も啜っている。

（とりあえず、これを片付けたら、朝の仕事は終わりね）

　あとは陛下が部屋を出た隙に掃除をして、就寝前に着替えを所定の位置に置けば問題ないはずだ。上級女官ならともかく、あたしには合間に他の仕事をこなすようにとの指示があったので、暇を持て余すことはない。……これ、部屋付きというより、単なる当番な気がする。

「……ん、片付けておいて」

「かしこまりました」

　愚王、と言うけれど、別に高慢なところはないのね。それはすごく助かる。また寝台に向かっていなければ、もっといいのだけど。

『あの、差し出がましいようですが、政務には向かわれないのでしょうか』

　とは、さすがに聞けないなぁ。そこまでの図太さは持ち合わせていない。けれど、あたしが物問いたげな視線を向けてしまっていたからだろうか、陛下はちらりとこちらに目を向けると、愚王たり得る言葉をおっしゃった。

「気が向いたら外に出るけど、今日はいい天気だから寝る」

　残念ながら、下っ端女官のあたしには「かしこまりました」以外に言える言葉はなかったのだった。

















第二章　陛下と意外な場所でご対面












　陛下の部屋付きとして、朝の一仕事を終えたあたしは、できるだけ憂鬱ゆううつさを隠しながら外を歩いていた。

（はぁ、庭師の手伝いとか……完全に押しつけられたわ）

　平民出身の下っ端女官の間でも不人気な仕事はいくつかある。

　一番は洗濯だ。女「官」とは名ばかりの力仕事で寒い冬など本当に地獄を見る。手荒れとは一年通してのお付き合いだけれど、そこにしもやけが加わると本当につらい。いっそのこと城外の洗濯屋に頼んで欲しいと思うのだけれど、防犯上の理由とかいろいろとあるらしい。

　他にもあるけれど、そのうち一つが、今まさにあたしが押しつけられた庭師の手伝いだ。基本的に城内の緑は庭師の管轄で、庭園で育った花を花瓶に生けるのは上級女官のお仕事だ。まぁ、これはセンスもいるし、いろいろと花の種類や色による決まり事があるらしいので、上級女官の仕事としては妥当だと思っている。ただし、庭師の手伝いの中でも「それ、下働きの仕事だろ！」と思うようなものが、たまにあたしたち下級女官に回ってくるのだ。この職場、下級女官に厳しい気がする。庭のことなんだから庭師がやれよ、という不満を口にしようものなら、馘首クビになる未来しか見えない。下っ端女官はいくらでも換えの利くものだと思われているみたいだし。

「あははー、これは腰にくる量だわ」

　本日のお手伝いは剪定せんていした枝葉の廃棄だった。箒で集めて集積所まで運ぶだけの単純作業。否、力仕事だ。もはや笑いしか出て来ない。幸いなのは、大きな枝はないということだろうか。

　雑に仕事すると庭師に怒られるという理不尽仕様なので、芝を傷つけないよう気をつけることが必要だ。本当に、怒るぐらいなら本職だけで片づけろと言いたい。それでお金もらってるんでしょ？

　何とか一区画をきれいにしたところで、休む間もなく次の区画へ。休憩は仕事の合間にこっそり取るしかない。本当に下っ端女官に厳しい職場だ。

　庭師に指示された場所へ向かう途中、まるで隠されるようにひっそりとした小道を見つけた。つい足を止めると「おい、次はこっちだぞ」と先導する庭師の厳しい声が飛ぶ。

「はい。申し訳ございません。今すぐに」

「――――誰だ」

　小道の向こうから聞こえた誰何すいかの声に、それまで偉そうにしていた庭師の男が慌てた様子で私の頭を掴んだ。

「きゃっ」

　問答無用で頭を押し下げられ、たまらず膝をつく。しかも運の悪いことに小石が膝にめりこんで痛い。

「あぁ、庭の管理か」

　小道から誰かが歩いてやってくる音が聞こえる。いや、その声に聞き覚えのあるあたしは、困惑していた。あたしの想像するその人であれば、今はこんなところにはいないはずなのだけど。

「毎日あくせく管理しなくてもいいと思うんだけどねぇ」

　あぁ、ほら。このぽやんとした緩い口調。絶対そうじゃない？

「とんでもございません、陛下。庭というものは生き物でございます。しかも城の顔とも言うべき庭園となれば、毎日手をかけてやらねば、気位の高い女性のごとくへそを曲げてしまうものでして……」

　なんだこの庭師。さっきまでのあたしに対するぞんざいな口調はどこへ行った？　頭を押さえつけられているので、地面を見つめながら冷ややかな気持ちになる。

「ふーん、そういうものか。大変だね。ところで、隣のその子は女官だよね？　どうして一緒に？」

「はい。こちらの女官は殊勝なことに、庭の仕事を自主的に手伝っているのでございます」

（はァ!?）

　声こそ出なかったけれど、吐息は漏れた。それぐらい衝撃的なことを言われたのだ。誰が好き好んで庭師の手伝いなどするもんか。あれこれ仕事を押しつけてくるのは庭師だけじゃないのに。

「なるほど、それは良い心がけだな。――――だが、それは私付きの女官でな。こちらの手伝いにもらおうか」

「……っ、かしこまりましてございます」

　あっという間に取引が成立してしまった。あたしは庭師の仕事ではなく、陛下の手伝いをさせられる、らしい。

（……って、どういうこと？）

　あたしの意志なんて丸無視の展開についていけず、困惑している間に庭師の男はさっさとどこかへ消えて行ってしまった。その足の向かう先は、さっきあたしに説明した区画ではないようなんだけど……。きっと誰か別の下級女官を探して手伝わせる気なんだろう。

（あぁ、また誰か犠牲になるのね）

　ちょっと遠い目になったけれど、あたしはあたしで目の前の謎事態に対処しなければならない。他人の心配をしている余裕なんてないのだ。

「今朝、私を起こしに来た女官だよね？　顔をあげて」

　命令することに慣れた声。逆に命令されることに慣れたあたしは逆らえるはずもない。言われた通りに顔を上げると、そこには予想通りの陛下のご尊顔があった。黒い瞳にかかる睫が長くて、なんだか色気を感じさせる。いや、愚王だけど。

「そういえば、名前を聞いていなかったね」

「紅鈴と申します」

「ん？　家名は？」

　不思議そうに首を傾げた陛下に、むしろあたしの方が首を傾げそうになった。

「？　あの、わたくしども女官は家名を名乗ることを許されてはおりません」

「ふぅん？　そういうきまりなんだ？」

「はい。こちらで働かせていただくことになった際に、契約書にも認したためられておりました」

「なるほど？　その割にはこれまでの女官は……」

　気のせいだろうか？　一瞬、陛下の目が鋭くなった気がしたのは。いや、でも、愚王だし。気のせいだよね。

「あの、わたくしに手伝いを、ということでしたが……」

「あ、そうだったね。ちょっと他の人の意見を聞きたかったんだ。こっちに来て」

　陛下の後ろについて小道を進むと、少し開けた場所に出た。まるで他の木々で隠れるように存在するこの小広場は陛下のためだけの場所なのだろう。その中央に鎮座している物体に思わず声が漏れた。
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「……ぼんさい」

　そう。五つ程並んだ小さい鉢植えは、遠く東の国では高尚な趣味とされる盆栽だった。どうしてそんなマイナーなものを知っているのかって？　それは、先代のお人好しの後始末をしたときに、一通り調べたからだ。

「珍しいね。盆栽という言葉自体、この国で知る者はいないと思っていたのに」

「実家が小さいながらも商いを営んでおりましたので、知る機会があっただけでございます」

　経営の傾いたどこぞの商会を助けようと、先代が手を差し伸べたのだ。海を隔てた東方の島国から時間とお金をかけて輸入した盆栽は、どうにもこの国の人には馴染めなかったようで、……つまりは、先代はその盆栽をかなりの高値で買い取ったのである。知り合いの商会だから、潰れるのを見るのはしのびなかったと言うが、それを繰り返してこっちが潰れかけていれば世話はない。盆栽のなんたるかを調べ、うまい売り文句を頭を絞って考えて、なんとかそこそこの値で買い取ってもらえる先を見つけるまで胃がキリキリしたのは本当に苦い思い出だ。

（まさか、あのときの盆栽がこれ、とか言わないわよね？）

　あの商会以外で盆栽に目をつけた店がないとは言い切れないし、あの商会だって、一つも売れなかったとは言ってなかったと思う。

「盆栽について知っているのなら、説明はいらないよね。――――これ、どう思う？　個人的には、左側の枝をもう少し剪定した方がいいかなと思っていたんだけど」

　つまり、わざわざ下っ端女官をよびつけて、自分の盆栽自慢をしたかったということだろうか。あたしの記憶が正しければ、この時間は大臣や高官たちが勢ぞろいして、大事な会議が開かれているはずなのだけど。

　仕事もしないで、何をしているんだ、この人。

　相手がこの国のトップでなければ、怒鳴りつけていたかもしれない。残念ながら相手は国王陛下。あたしはしがない下っ端女官。

「おそれながら、わたくし自身の知見から意見させていただいてもよろしいでしょうか？」

「もちろん。忌憚のない意見が聞きたいな」

「わたくしであれば、左側はもう少し枝葉が茂るのを待ち、むしろ右側を少し整えます」

「なるほど？　その意図は？」

「意図、というほどのことではございませんが、盆栽というものは、左右対称に整えるよりも、左右非対象のアンバランスさの中に生まれる趣おもむきを楽しむものと聞いております。型にはめるのではなく、その木に合った成長を促すこともあるのだとか」

「それは奥が深いね！」

　どうしてキラキラと目を輝かせているのか尋ねてもいいだろうか。先代と全く同じテンションに見えるのは気のせいか。いや、そもそも誰が陛下に盆栽を与えたんだ。

　あたしの目の前で「色々な考え方があって面白い」「暇潰しにしても、すぐに飽きると思ってたのに、これはなかなか？」などと言いながら、陛下は目の前の盆栽に向けて、意味もなく剪定鋏をシャキシャキ打ち鳴らす。

「にゃーん」

　するり、と植え込みの陰からやってきたのは猫だった。普通、鋏を意味なく開閉させる危険な人の前に出て来るかな？

「あぁ、お前も来たか。なぁ、お前はどう思う？」

　当然のように陛下が猫を抱き上げる。迷い猫ではないのだろうか。でも、王宮に猫の入り込む隙間があったら問題なんじゃ？　と思っているあたしの目の前で、陛下が文字通り猫かわいがりをする。

「お前は相変わらずかわいいな。またいい餌をあげよう」

　まったく道楽が過ぎると思う。城下では、地方では、その猫の餌すら食べられない人がいると知らないのだろうか。先王が崩御してから十年、地方役人や地方領主の中には税率を変えて私腹を肥やす輩も出始めたと聞く。すべて、王が悪いのだと。王が『王の瞳色』を持たないから、国が徐々に荒れていくのだと口さがなく噂する人たちを、あたしはこっそり軽蔑していたものだ。瞳の色が違うだけで何を言っているんだ、と。でも、今ならわかる。瞳の色なんて問題じゃない。この王は、国を治めるつもりがまったくないのだ。こんなことでこの国はどうなってしまうんだろう。

　あたしの視線が自然と下がる。

「ん？　紅鈴、ずいぶんと手が荒れているね？」

「……そうでございますか？　日によっては、水仕事を半日以上続けることもございますので、そのせいかと。お見苦しいものをお見せして申し訳ございません」

「半日も？　それは大変だ。女官は自由にできる時間が多いと聞いていたけど」

「それは上級女官でございましょう。わたくしのような下っ端……下級女官は洗濯や掃除、ときには先ほどのように庭師の手伝いを申しつけられることも多くございますので」

「なるほど？」

　このときのあたしは自分の失言に気が付いていなかった。さっき、あたしをこきつかった庭師は、あたしのことを「庭師の仕事を自主的に手伝っている」と説明していたのをすっかり忘れてしまっていたのだ。

「女官というのも、なかなか大変みたいだね」

「もったいないお言葉でございます」

　いつ同僚の所に戻れるんだろう、と思いながら、あたしは定型の返事を口にした。
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「まったく！　有り得ないと思わない？」

　あたしは枕を殴りつけながら、隣で困ったように微笑む緋蝶に同意を求めた。この寮室にいるのは相部屋の緋蝶だけだから、礼儀とか外聞とかかなぐり捨てても問題はない。

「やっぱり愚王は愚王ってことでしょ？　今更怒ったところで何も変わらないんじゃないかしら？」

「自分が動かなくても、周囲が良いようにやってくれる？　そんなんだから平民が割を食うんじゃない！」

「はいはい。怒ってるのはわかったから。まぁ、実際にそれなりに回っているんじゃない？　四方公家のおかげで」

　この鵬天国は、中央に位置する王家の領地を中心に四方に四つの大きな領地で成り立っている。その四方を治める筆頭家はそれぞれ方角に応じた名字を名乗ることを許されている。東方は東家、西方は西家、といった具合に。ちなみに中央を治める王家は央家だ。この仕組みを作った初代国王は「わかりやすいのが一番！」という発想だったらしい。筆頭の四方公家はそんな安直なことで先祖代々受け継いだ姓を変えさせられたのか、と思うと何だか同情心も湧いてくる。もちろん、そんな無茶振りが許される程のカリスマを兼ね備えた国王だったのだろうけれど。

　ちなみに、四方公家の人間は中央の要職に名前を連ねることが多い。もちろん当主は領地を治めることに専念しているが、一族の中でも有望株、もしくは次期当主となるほどの人材が中央に出仕している。

　大臣職にある西家の扇白せんぱく様、切れ者宰相の東家の深鹿様、護国と名高き将軍である南家の暁輝様。北家は今は要職に就いていないけれど、数年のうちに、次期当主と目される方が中央に来るという噂だ。

「だってさ、四方公家をまとめるのも国王の仕事でしょ？　それをしようともしない……っていうのもどうかと思わない？」

「まぁ、紅鈴の言いたいこともわかるわ。でも、『王の瞳色』を継いでいないわけでしょ？　そもそも王の器じゃなかったって話じゃない？」

「でも、曲がりなりにも王家に生まれてさ、ちゃんと教育だって受けてるわけでしょ？　瞳の色ひとつで」

　終わらないあたしの愚痴に、緋蝶はパン、と両手を打った。

「紅鈴。確かに平民出身の私たちよりは恵まれてると思うわ。でも、逆に私たちの知らない苦労だってあるはずよ」

「……それは、確かに、そうだけど」

　緋蝶の言うことは分かる。あたしは商家に生まれたから、読み書き算術まではしっかり学ばせてもらえたし、跡取りの兄にひっついて講義を聞かせてもらって、それ以上のことも学習した。同じ街住まいの職人なんかは早くから弟子入りしてしまうし、農村に至ってはそもそも読み書きすら満足に学べないと聞く。だからと言って農村で生まれた子が、あたしよりも苦労の多い生活を強いられているかと言われれば、それはまた別の問題だ。農業には農業の、商業には商業のそれぞれやりがいや苦労がある。それは、王家だって同じ、ということだ。

「たとえばさ、上級女官たちと同じ名家に生まれたとするじゃない？　いろいろ学ばせてもらって、女官として城で仕事して、休憩時間にマウント取り合うの。それってどう思う？」

「え、マウント取り合うのって暇だからじゃないの？」

「そんなわけないでしょ。家同士の格の違いとかあるし、親の取引の関係で頭が上がらない相手もいるし、下の家格の人が下手に目立てばとんでもない目に合うし、派閥同士で負けられない戦いもある。陰湿な分だけ壮絶よ」

「緋蝶はよく知ってるね……」

「紅鈴よりはこの職場も長いしね。一度、上級女官同士の面倒な争いに巻き込まれてからは、上級女官たちの動向には気を配るようにしてるわ」

　えへん、と胸を張る緋蝶に、素直にぱちぱちと賞賛の拍手を送る。

「だから、私ら平民には理解できないけど、『王の瞳色』がないだけで四方公家に強く出られない、ってこともあるんじゃない？」

「そういうもの……？」

「あくまで憶測だけどね。それに、紅鈴だって、上級女官同士のくだらない言い争いを聞いたことがあるでしょう？　簪かんざしの飾り一つで難癖と嫌みの応酬よ。でも、それは彼女たちにとって大事なことなの」

「……分かるけど、共感したくはないわ」

「それでいいんじゃない？　お互いに生まれも育ちも違うんだもの。ただ、譲れないものが分かっていれば、変な軋轢あつれきも生まれない。そうでしょ？」

「分かった。分かりたくないけど、分かったことにする」

「紅鈴は素直だから。私はもう……そういうことで腹を立てたりすることに疲れたもの」

「素直っていうのは、商家の娘にとってはあまり誉め言葉じゃないんだけど……」

「ふふ、そうね。それは私の配慮が足りなかったわ」

「うぅん。ありがとう。緋蝶が聞いてくれるおかげで、あたしも色々と整理がついた気がする」

「どういたしまして。感謝の印なら、今度、実家から甘味が送られたときにでも、お裾分けをちょうだいね」

「もちろんよ」

　そうしてお互いに寝台に潜り込む。

「おやすみ、緋蝶」

「おやすみなさい」

　そして、あたしたちは明日の仕事のために、体を休めた。
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「おはよう、今日もいい天気だね」

「さようでございますね、陛下」

　今日も今日とて、朝の起床を促す声かけをしに入室すると、そこにはパッチリ目覚めた陛下がいらっしゃった。

（寝起きがすごく悪いって聞いてたんだけどな）

　顔を洗う支度を整えながら、少しばかり目が遠くを見てしまう。

　いや、確かに初日は寝坊助だった。二日目は目が覚めた状態だったので、時間に遅れたかと冷や汗を掻いたのは覚えている。あと、こんなにフレンドリーじゃなかった。三日目あたりから、挨拶をして来るようになった。……そんなこんなで、十日ほど経った今ではご覧の有様だ。

「それにしても、君は勤勉だよね。ちゃんと休んでる？」

「もちろんでございます。前回お休みをいただいたときには、実家にも戻らせていただきましたし」

　失礼にならないよう言葉遣いに気をつけて返答しながら、ふと、考えた。前回のお休みって、どのぐらい前だったっけ、と。仕事が突然増えたり変わったりする過酷な職場だけれど、休みはちゃんとある。ただ、休んだ日数だけ給金も減るので、あたしがあまり休んでいないだけだ。実家を立て直そうと奮闘している兄のことを思えば、あたしもちゃんと仕送りしたいし。

「実家？　どのあたりなの？」

「西方領でございます」

「実家に帰ったらやっぱりのんびり休むの？」

「家業の手伝いをすることが多いです。何かと細かい雑事があるものですから」

　顔を洗った陛下に手巾を渡す。距離が近いと、改めて整った顔だなぁと再確認する。少し濡れた睫が無駄に色っぽいというか。王家に生まれていなかったら、顔だけで食べて行けそう。

「雑事？　どんなことするの？　何か面白い出来事あった？」

「……えぇと」

　好奇心、なのだろうか。それとも退屈を持て余しているだけなのか。ぐいぐい来られると、さすがに腰が引ける。相手は高貴オブ高貴な御方だから、すげなく断るなんて選択肢はない。

「僕はずっと王宮で暮らしてるから、外や他の領地がどうなってるか知りたいんだよ。だめかな？」

（ぐ……っ）

　小首を傾げられ、胸がざわつく。年上の男性だというのに、ねだるような表情のかわいさはどういうことか。その愛嬌のひとかけらでもあたしにあれば、とっとと金蔓を掴んで実家を援助させるのに。

「あまり、面白い話ではございませんが……」

「うんうん」

　どうしよう。本当に話のストックがないんだけど。実家に帰ったときはひたすら帳簿のチェックをして、祖父が余計な手出しをしてないか見張ったりして、本当に地味なことしかやってない。

「えーと、家で鶏を飼育しているのですけれど」

「鶏？　愛玩用で？　ひよこはフワフワで可愛いけど、大人になると嘴くちばしが怖いよね」

「いえ、鶏卵のために鶏舎を一棟所有しております。管理は祖父が主導で行っておりますが、里帰りのときはわたくしも手伝いを」

　実際、祖父がこれ以上お人好しを発揮させてろくでもないことをしないように、仕事を与えたというのが正しい。

「すごいね。たくさんいるんだ」

「そうでございますね。晴れの日は外に出しているのですが、雨の日などはみな鶏舎にいるものですから、なかなか騒がしくて慣れるまで時間がかかりました」

「一羽だけでもうるさそうだもんね。それが何匹も集まれば……あぁ、確かに。考えただけで耳を塞ぎたくなるね」

「鶏舎はこまめに掃除をして、その際に出る鶏の落とし物を定期的に業者に引き取ってもらうのですが、雑な仕事をしていまして」

　思い出したらちょっぴり腹がたってきた。陛下に対する説明なので「落とし物」なんて婉曲表現を使っているけれど、用は鶏の糞尿だ。家族の食料として二、三羽飼ってる程度ならともかく、商いにする場合はこうしたものを業者に引き取ってもらわなければならないきまりになっている。まぁ、下手な場所に埋められて、悪臭の元になってしまわないように、だろうけれど。

「前の業者はきれいに持っていってくださったのに、業者が変わってから挨拶も適当、回収も雑でして。以前の業者に戻してもらおうと働きかけましたら、どうにも鼻薬はなぐすりが利いているようで」

　鼻薬――要は賄賂だ。糞尿処理の仕事のなわばり争いだかなんだか知らないけれど、上の方に賄賂を贈ったらしく、結局業者を元に戻してもらうことはできなかったのだ。本当に勘弁して欲しい。前のおっちゃんの方が仕事は丁寧だし挨拶もはきはきと気持ちよかった。

（……って、こんな話を陛下にしてどうするのよ、あたし！）

　うっかり地方の賄賂の話をしてしまったことに慌てて、なんとか取り繕おうとしたけれど、陛下は変わらぬ表情のまま、ぽつりと「変だね」と呟いた。

「糞尿処理の業者は国の管轄のはずだよ。業者が変わる場合は、その地方を管理する公家でなく、中央の役人から通達をするはず……」

　あたしはまじまじと陛下を見つめてしまった。意外だ。意外過ぎる。いや、糞尿処理の業者がどこの管轄でも構わないけれど、そういった知識を陛下がちゃんと持っていることが意外だったのだ。何もやる気のない愚王だとばかり思っていたから。

「最近そのあたりの法律が変わったとは聞いてないから……ん？　紅鈴、何だか変な顔だね？」

「い、いえ、何でもございません。失礼いたしました」

「ふっふーん。これでも国王だからね。ちゃぁんと法律ぐらいは把握しているんだよ？」

　バレてる。意外だとまじまじ見てしまったことがバレてる。これは懲罰ものでは……？

「まぁ、僕のことはいいや。糞尿処理の話は、後で誰かに聞いてみよう」

　良かった。不敬で打ち首とかになったら、兄に申し訳なさ過ぎる。せっかくあそこまで家を立て直したのに。王宮勤めのあたしがそんなことになったら、取り潰し待ったなしになるところだった。

「ん？　まだ何か聞きたいことがある？」

「い、いえ、はい！」

　首を横に振ろうとして、慌てて変えた。あたしが無知なことを知ってもらって、ついでに陛下の知識の豊富さをヨイショしていい気分になってもらっておこう！

「え、えぇと、糞尿処理、は、別に誰が仕事にしても構わないのではないでしょうか？　国が管理する必要性が、その、分からなくて」

　あたしの疑問に、一瞬だけきょとんとした顔を見せた陛下が、ゆっくりと微笑む。

「……うん、そうだね」

　穏やかな声のはずなのに、何故かぞくりと肌が粟立った。

「人でも家畜でもさ、糞尿処理って汚いし臭いしとにかく大変な仕事だから、誰もやらなかったら困るよね？　あと適切な処理をしてもらわないと困るし？」

「それは、確かに！　そうですね！」

　とりあえず、納得しました、という顔を作り、あたしはそそくさと手水セットを引き取って部屋を出た。次は朝食を運んで来ないと。

（なんだったんだろう。なんか冷えた？　風邪とかじゃないわよね？）

　腕を少しさすりながら、早足で食堂へ向かう。

　だから、部屋に残された陛下が、あたしが見たこともない陰鬱な表情を浮かべていたことなど、知りようもなかった。

「西方領、ね。一つのとっかかりになるかな」

　なにやら物騒なことを呟いていたなんてことも。
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「もう、素敵過ぎますわ！」

「えぇ、本当ですわ。今はまだ難しいですが、いつかは宰相室付きの女官に……！」

「今お勤めしていらっしゃる方は、もうすぐ婚姻が整うのでしょう？　近いうちに担当の入れ換えがあるのは間違いありませんわ」

「そうなったら、恨みっこなしですわよ」

　休憩室できゃいきゃいと楽しい会話をしている上級女官たちを横目に、あたしは気配を殺して部屋の隅っこで水分を補給する。ゆったりティータイムなんて素敵な時間は下っ端女官にはないのだ。

「わ、わたくしは軍務付きが空くのを待ちますので、今回は見送りますわ」

「軍務！　えぇ、そちらですのね！　まずはポストが空くことを祈りましょう？」

　こういうところは、名家出身であっても平民であっても変わらないんだなぁ、と親近感がわく。憧れの人と近い場所で仕事ができたら、なんて思いは年頃の女性ならでは、なんだろう。残念ながら、あたしは憧れの人すら見つけていないけれど。

（あぁ、でも、実家がある程度落ち着いたら、嫁ぎ先も探さないといけないのか）

　できれば身の丈に合った、かつ、実家的にも利益になる家を父か兄に見つけてもらいたいけれど、仕事に忙殺されている二人にはなかなか言い出せない。下手な頼み方をしてしまうと、「お前がそこまで自分を犠牲にする必要はないんだからな!?」と説教されてしまう。文字通り身を粉にして働いている二人には言われたくないと反論したいところだ。女官として勤めることを決めたときにも、散々言い争い――もとい、お互いの意見のすり合わせをしたっけ。

「そういえば、聞きまして？　涼花りょうか様が宰相室の文官と……」

「聞きましてよ！　恋仲どころか、もう婚約を結ばれたとか」

「宰相室付きでなくとも、そういった出会いがあるのですわね！」

「何でも、深鹿様から直々にお祝いのお言葉をいただいたとか……」

　きゃー、と湧く女官の声は休憩室によく響く。

（相変わらず、宰相深鹿様と暁輝将軍の話題になるとかしましいわ。本当に人気があるのね。話を聞く限り、優秀でもいらっしゃるらしいし）

　全く接点がない身としては、伝聞で判断するしかないけれど。

（でも、そうか……。そういう優秀な家臣がいるからこそ、陛下が仕事もしないボンクラでも国が回るのね）

　少しは家臣を見習ってほしい。本当に切実に。

　こちとら頑張ってお金を稼ぎに来ているというのに、毎日あのぐうたらしている陛下を見せられるのは、軽くいじめだと思う。あたしの心が折れそうだ。

（起きて、食べて、寝て、盆栽いじって、迷い込んだ猫をかわいがって、寝て、食べて……。どうしてあれで太らないのかしら？）

　毎日あくせく働いているあたしだって、ちょっと二の腕とかお腹とか太腿とか気になることもあるっていうのに。不公平だ。

（もしかして、誰からも見られてないタイミングでトレーニングしている、とか？　いや、ないか。陛下に護衛も侍従もついていない時間帯なんて……なんて？）

　気付いてしまった。

（え、待って。ありえなくない？　だって曲がりなりにも国王よ？）

　朝、支度用のお湯と朝食の配膳で二度も陛下の部屋に行くのに、侍従と顔を合わせたのはたった三回。それもすれ違っただけだ。庭で盆栽をいじっているときには護衛の姿すらなかった。

　あたしは頭を振って考えるのを強制終了した。だめだ。これは気にしたらいけないやつだ。首を突っ込んだら、深く考えてしまったら、絶対に後味の悪い思いをする。

　深く考えないこと。思いつめないこと。あたしがここで働くようになってから学んだことだ。上級女官との待遇の違いも、嫌がらせのように押し付けられる仕事も、身分が低いゆえに呑み込まなければならなかった色んなことも、全部。

（よっし、次の仕事！）

　水分補給と僅かな休息を切り上げ、あたしは休憩室を後にする。この後は会議室の掃除が待っている。
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「紅鈴という女官はお前か」

「はい」

　会議室の掃除に向かったあたしを待っていたのは、名指しの呼び出しだった。同じく会議室の掃除をしていた緋蝶が心配そうな視線を向けているのが分かる。

「さる御方が話を聞きたいそうだ。ついて来い」

「……かしこまりました」

　手にしていた箒を壁に立てかけ、緋蝶に目線で「ごめん、ちょっと行ってくる」と挨拶する。緋蝶は「よく分かんないけど、頑張れ！」とばかりに両方の拳をぐっと握る仕草で激励してくれた。

（さる御方……？　まったく心当たりがないのだけど）

　どんな相手が待っているのか、いったい何の用事なのか。まるで分からないからこそ、怖い。

（もしかしたら……、また……？）

　あれは、出仕するようになってから、そう経たない頃のこと。まだ勝手が分からない中で起きた『事故』を思い出すと、胃のあたりが冷たくなる。あれから自分なりに自衛に努めてきたけれど――――

（っ！　だめだめ！　弱気になるな！　何でもないかもしれないし！）

　震えてしゃがみこんでしまいそうになる自分を叱咤して、ただ目の前の官吏の後ろをついて歩くことに集中する。

（こっちは、政務棟の……？）

　手前の方の部屋は、何度か掃除で入ったことがあるから分かる。けれど、奥の方……いわゆる上の方々がいる部屋については、入室を許されている女官は上級女官だけなので、完全に未知の世界だ。

「ここだ。――――失礼いたします。例の女官を連れてまいりました」

「入れ」

　中から聞こえた声にぞくりとした。温度のない冷たい声。一番奥のこの部屋は、おそらく、いや、間違いなく、偉い人の執務室……！

「失礼いたします」

　官吏について入室する。できるだけ顔は上げない。直接見ることすら叱責されることがあるからだ。高貴な身分の方を直視するなんてとんでもない、とか。

（そういえば、陛下はそういうことは言わなかったな）

　何度か、その端正な顔立ちや長い睫に「本当に男性か？」と見惚れてしまったことがあったけれど、怒られることはなかった。そういう意味でも緩い国王だと思う。

　頭の中でそんな比較をしている間に、あたしを案内してきた官吏が退室していってしまった。じわり、と緊張に汗が滲む。

「紅鈴と言ったか。随分と長く陛下の部屋係が続いているようだな」

「はい」

　どうしよう。何が正解の受け答えかも分からないけれど、とりあえず頷くしかない。

　部屋係が長く続いている、なんて、単に上級女官のお嬢様方が気にくわないタイプの仕事だったんだろうとしか思えないし。だって、他の仕事に比べたら、すごく緩い。下っ端女官のあたしからしたら、天国みたいな仕事だ。緊張はするけれど。

「陛下はお前のような野良猫が好みだったか」

「……は」

　これは、頷いてよいものか少し困る。別にいまさら野良猫扱いは構わない。そんな侮蔑の言葉なんて痛くもない。ただ、それが陛下のタイプなのかと言うと、それは違うと思う。

「ん？　陛下に気に入られているわけではない、とでも言いたげだな」

「ご指摘の通りでございます。わたくしは決められた仕事をこなすのみで、陛下がどうお考えかは推し量るのも畏れ多く……」

「わきまえている、ということか。ならば、これまでの女官に対する扱いとさして変わらないと見える」

　え、女官に対する扱い？　ただただ緩い雰囲気を醸し出しているだけにしか思えないけど？　どういうこと？

　意図が読めずに混乱しながら、あたしは必死でポーカーフェイスを作っておく。

「まぁ、それならそれで、試せば分かることだ。――――紅鈴。今夜、陛下の部屋へ赴き、陛下をお慰めしろ」

「……っ」

　思ってもみない言葉に、喉が詰まった。

　慰め、夜伽、表現は色々とあるけれど、要は、陛下と性的関係を結べということだ。

「お……畏れ多いことでございます。わたくしなどが、陛下と、などと」

「陛下はよく躾けられた猫は好みでないらしい。お前のような野良猫ならどうかと試してみるだけだ」

　その言い様に心が冷える。目の前の御方は、あたしの気持ちなんて考えてもいない。いや、それだけじゃない。陛下の気持ちをも、だ。

「……」

　断りたい。別に今更陛下とどうこうなったからって困るような清い体じゃないけれど、陛下の方だってあたしみたいなのに迫られても困るだろう。

　あたしの沈黙をどう捉えたのか、目の前の偉い人は、コツンと執務机を指で叩いた。

「お前の実家は、商家を営んでいるそうだな。しかも、我が西方領で」

　どくん、と心臓が跳ね上がる。

「経営も厳しいのだとか？　給金の半分以上も仕送りをして、涙ぐましいことだ」

　呼吸がしづらい。真昼の砂漠に立たされたかのように、浅い呼吸を繰り返す。

「跡取りが安泰であれば巻き返せる芽もあるだろうが」

　つつ、と冷たい汗が背筋を伝うのが分かる。

　これは、脅し、だ。

　了承しなければ、実家の兄がどうなるか分からない、という。

「わ……わたくしなどでは、とても陛下をお慰めすることはできないかと愚考いたしますが、それでもよろしければ誠意を尽くします」

　何とか絞り出した返事は、相手のお気に召すものだったのだろう。それでも、ふん、と鼻で笑われた気配がした。

「あくまで慰めるだけだ。分不相応なことを考える必要はない」

「……かしこまりました」

　そこから、どうやって戻ったかは記憶にない。
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（憂鬱……とか、言ってる場合じゃないけど）

　昼間は色々な人たちが行きかう廊下を、一人、ひたひたと歩く。時間まできっちり設定してきたあの偉い人の手引きなのか、ここまで誰にも会わないで来られた。

（いっそのこと、誰か見回りの兵士に見咎められたら良かったのに）

　多分、そういうあたしの気持ちを見抜いていたんだろう。こんなに嬉しくない至れり尽くせりは初めてだ。

　同室の緋蝶には、「偉い人の命令で」とだけ話してある。緋蝶も詳細を聞かないながら、よろしくない仕事だと察したんだろう。ただ「気を付けてね」という労りの言葉で送り出してくれた。下っ端女官には下っ端女官にしか分からない苦労があるのだ。それをあたしも、緋蝶もよく知っている。

（今更、惜しむ体じゃないけど）

　何くれと話しかけてくる陛下のことを思えば、少しだけ胸が痛い。夜伽か夜這いか、そういう理由で夜に訪ねたのだと分かれば、きっと軽蔑の眼差しで見られるに違いない。それが、少しだけ辛かった。

　国王陛下の寝室だというのに、扉の前には護衛の一人も立っていなかった。元から誰もいないのか、それとも、……いや、もう考えたところで意味はない。あたしは命じられたままにやるべきことをやるだけ、なのだから。

　そっと扉を開ければ、絞られた灯火で薄暗いけれど、見慣れた室内に緊張が高まる。寝台を覆う紗幕の向こう、横たわる影が見えた。

（うまくいけば流れに任せればいいし、そうでないなら……まぁ）

　とにかく、あたしは「陛下に一夜の夢を縋すがる女官」を演じるだけだ。そう頭を切り替える。

（この上なく恥ずかしい役回りだけどね！）

　でも、恥ずかしいなんて感情、自分と兄の身の安全に比べれば、軽いものだ。大丈夫。恥で人は死なない。たぶん。

　紗幕をそっと動かし、陛下の足側から寝台に膝を乗せる。ぎし、という音に心臓が跳ね上がった。

「誰だ」

　今まで聞いたことのない、陛下の硬質な声音。あぁ、こんな声も出せるんだなと頭のどこかで冷静に思った。

「紅鈴です」

「……何用だ」

「夜分に大変申し訳ございません。どうかお情けをくださいませ」

　震えそうになる手で、自分の帯を解く。貧相な裸体だけれど、少しぐらいは劣情を催してくれないだろうか。

　上体を起こした陛下が、半目開きでこちらを見ている。何もかも見透かしてしまいそうな黒い瞳に、怖気づいて腰が引けた。

「なんの冗談だ？」

　それは、ここで引くなら冗談として見逃す、という提案。陛下の温情だけれど、あたしには引ける場所なんてなかった。

「冗談などではございません。もとより長くこちらに勤めることもない身ですから、思い出のよすがに、と」

　本当はできる限り長く勤めたい。けれど、成功しても失敗しても、きっとあの偉い人はあたしを今のままではいさせてくれないだろう。下級女官なんて、いくらでも替えの利く手駒なんだから。

　あたしは裸身を晒したまま、寝台に上がり、四つん這いになって陛下の方に近づいていく。いっそのこと手打ちになってしまえばいいだろうか。いや、それも困る。兄に類が及ばないとも限らない。

　どうせ後戻りなんてできないのだから、と見えない何かに急かされるように陛下に近寄る。すると突然、あたしの視界がぐるりと回った。

「ひぅっ！」

　気が付けば、あたしは陛下に組み敷かれていた。その機敏な動きに驚くのと同時に、取り押さえられることを当然と感じる自分がいる。

「これが最後だ。何の冗談だ？」

「じょ、うだんなどではございません。わたくしは――――」

　ただお慕いしている陛下に抱いてもらいたいだけなのだ、と伝えると、何故か大きなため息をつかれた。

「聞き方を変えようか。誰に頼まれた？」

「……」

「紅鈴はそういうことには向いてない。見なかったことにするから、服を着て戻れ」

「……」

「紅鈴？」

　どうしよう。陛下の厚意に甘えて、本当に戻ってしまっていいんだろうか。だって、相手は、あたしのことを野良猫程度にしか見ていない。失敗すれば、どういうふうに処理されるか分からない。

「陛下。それではせめて部屋の隅をお借りしてもよろしいでしょうか」

「は？」

「監視の耳があるかもしれません。部屋の隅で適当に喘いで予備のシーツをちょっと汚して――――」

「阿呆」

　呆れた様子の声が上から投げつけられた。あたしとしてもない頭で考えた精一杯の策だったのに。それならどうすればいいんだろう。どうしたら……。

「そんな泣きそうな顔をするな。お前のせいではないだろう」

　一転して優しくなった陛下の声に、ぐらり、と張っていた虚勢の柱が倒れる。頑張って、何でもないふりをして自分をも騙していたのに。

「でも、それなら、どうすれば……？」

「紅鈴？」

「あたしだけならともかく、実家の事情まで把握されてて……、ただでさえ心労が絶えない兄に、これ以上の負担はかけられない。ううん、あの口振りなら、兄の安否だって」

　涙腺が壊れてしまったようで、ぼろぼろと涙がこぼれる。泣き落としなんて真似をする予定じゃなかった。けれど、優しい言葉をかけてくれた陛下が悪い。いっそのこと軽蔑とともに切り捨てて欲しかった。

「まったく、面倒なことを……。誰に命じられた？」

「分かりません。名乗られませんでしたから。ただ、政務棟の東側最奥の部屋で執務をしていらっしゃいました」

「あぁ、扇白か。成程、部屋係が長く続いたことを、お前を気に入ったと、そう判断したか。単に堪え性のない女官が多かっただけなのにな」

　扇白、という名前に血の気が引いた。それは四方公家の中でも西家出身の大臣の名前だ。そして、あたしの実家があるのも西方領地……。

「こちらから扇白には言っておこう。そういう理由ではないと。だから紅鈴、お前も大事な体を粗末に扱うな」

「どうせ、とっくに清い体ではないので、問題ありません」

「紅鈴？」

「陛下がご存じかどうかは知りませんが、この城ではあたしみたいな下っ端女官は、便利な道具扱いなんですよ」

　陛下には本当に申し訳ないと思う。けれど、役に立たない道具と見なされれば、切り捨てられる可能性があるのだ。それこそ、実家ごと。

「確かにここで働き始めた頃は清い体でしたし、その頃のあたしなら、このまま陛下の説得に従って自室に戻ったと思います。でも……あたしも、この城における平民の扱いを知ってしまっているので」

　ここで引くわけにはいかないんです。

　決意を込めて見上げると、初めて陛下の瞳が揺れた気がした。

「まだ働き始めで右も左も分からなかった頃、見知らぬ官吏に声をかけられまして。気が付けば空き部屋に連れ込まれて純潔はあっさり散らされました。権力をちらつかせて腰を振る様は、今思えば滑稽でしたよ？　後々になって知ったことですが、その官吏は、コネで官吏になったものの、仕事を任せてもらえず暇を持て余していたようで」

「なんだそれは」

　顔に滲ませた苦悩を隠すように、片手で顔を覆った陛下は大きく息を吐くと、あたしを拘束していた手を放し、寝台の端に腰掛けた。背中しか見えなくなってしまったけれど、なんだか落ち込んでいるようにも見える。申し訳ない。つい、勤め始めてからの鬱屈までぶつけてしまった。

　ようやく涙の止まったあたしは、ゆっくりと体を起こす。涙の筋の残る頬を乱暴に拭い、寝台からのそのそと降りると、座る陛下の真正面で床に正座した。

「大変勝手なお願いで、陛下のお手を煩わせてしまうことは承知しております。適当でも乱暴でも構いませんので、どうか抱いていただけませんでしょうか」

　深々と頭を下げて、いわゆる土下座をする。すると、頭の上からため息が落ちてきた。

「……また部屋係が変わるのも面倒だな」

　その呟きの意味するところを知って、あたしは顔を上げた。目の前には陛下の整ったご尊顔がある。今更ながら、こんな美形にとんでもない願いを告げたものだと気付いて、ぴしりと固まる。

「いいだろう。ただし、こちらのやり方に従ってもらう」

「はい。どんなプレイでもお付き合いいたします！」

「……」

　何故かため息をつかれてしまった。

「あの、陛下？」

「肩書で呼ぶな。興醒めする」

「えぇと、どのようにお呼びすれば」

「自国の王の名前も知らないか？」

「朔豹さくひょう、様？」

「それでいい」

　お、畏れ多くて、名前を口にするだけで震えるんですけど……！

　気持ちを切り替えて、なんとか立て直しを図る。とりあえず寝台に上がる許しはいただいたので、「失礼いたします」と足側に腰を下ろして脚を開く。

「……」

　おかしいな。何かため息つかれたんだけど！　だって、こういうものだよね？

「一応聞いておくけれど、そういうふうにするものだと誰かから指示されている？」

「はい、地位が上の人から求められたら、挿入しやすいように待つように……と」

　陛下……もとい、朔豹様が「腐ってる」と呟いた気がする。この場合、腐ってるのはあたしの認識だろうか。それとも、もっと別の？

「まぁ、今はいい。ただ、その認識は常識じゃないとだけ言っておくよ」

　どういうことだろう、と首を傾げたあたしだったけれど、その一瞬後に、そんなことはどうでもよくなった。

　目の前にはぺろりと自分の指を舐める朔豹様。……すいません。日頃の暗愚ぶりはどこへ行ったのかと思うぐらいに色気マシマシなんですけど……っ！

　一瞬で頭が沸騰したあたしに気付いているのかいないのか、朔豹様の指があたしの太腿をなぞる。僅かに濡れた指がひんやりと冷たい筋を作り、恥ずかしくも曝け出した秘所に到達する。まだあまり濡れていない襞をかきわけ、指がつぷりと侵入した。いまだ慣れない異物感に、きゅっと唇に力が入る。

（あ、そうだ。渡された香油のこと、言わなきゃ……）

　浅く抜き差しを繰り返される指を感じながら、あたしは香油があることを告げた。

「いらないよ。何が仕込まれてるか分かったもんじゃないからね」

「仕込まれ……んっ」

　一段深いところへ侵入した指に、声が漏れた。朔豹様の指があたしの中でくの字に曲がり、何かを探すように蠢くのが分かる。

「あぁ……ふっ」

　ぞわり、と肌が粟立った。そこを何度も内側から押されると、まるで火がついたかのように熱が体の奥底から湧き上がる。

「あぁ、ここだな」

　弱点を見つけ出した喜びか、朔豹様の口角が上がる。

　何度も刺激を受ける内に、愛液がどんどん分泌されて水音が激しくなってきたのが分かる。

（あぁ、濡れてきたし、そろそろ入れられる、かな）

　今まで受けて来た一方的な性行為の経験から、そう予測を付ける。程よく濡れてきたら、それすらも待てない人は香油持参で。あとはいいように入れられて揺さぶられるだけだ。

（うん。大丈夫。今までと何も変わらない）

　そう思っていた。

「ひぅっ!?」

　むに、と胸を揉まれたまでは良かった。だけど顔が近づくとか聞いてない！

「うん。石鹸の香りしかしないな」

「あ……の？」

「人によっては、体中に香油を塗りたくるからね」

　大きくも小さくもない胸の谷間で、すんすんと鼻を鳴らす……って匂いを嗅がないで！　というか、前髪が、肌に触れて、くすぐったいんですけど！

　さすがに抗議の声は上げられないけれど、つい身動ぎしたのが悪かったのだろうか。ずっとあたしの蜜口に突き立てられていた指が、ぐり、と動いた。その刺激に、今度は腰が跳ねるように浮いてしまう。

「じっとしておいで」

「んんっ」
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　上にのしかかるように体重をかけた陛下が、あたしの胸にぱくりと吸い付く。口に含まれた乳首が、舌先で撫でられ、つつかれ、吸い上げられた。

「～～～っ！」

　いや、とか、だめ、とかは絶対に言ったらだめだ。何といっても相手はこの国で一番偉い人なんだから。

　そんな決意を持ってぐっと閉じた口の中で、堪えきれない悲鳴を押し込める。

（なに、これ……っ！　やだ、こんなの、知らないっ！）

　分からない。混乱した頭が勝手に目尻に涙をためる。蜜口はぐちゃぐちゃと朔豹様の指でいじめられ、それと同時に胸を吸い上げられるものだから、あたしの体は勝手にぎゅっと膣に侵入した指をくわえ込むように締めてしまう。そうすると、余計に指から与えられる刺激が強く伝わってくる。とんだ悪循環だ。

「あ、ぁっ！　や……こんなの、ちが……っ、しらない……っ」

　こらえ切れなくなった声が漏れる。身体から溢れるぐらいの熱があたしを焼き尽くしていく。

「んっ、……こわいっ、なんか、きて……あぁぁぁぁぁっ！」

　得体の知れないものが弾けて、あたしの膝が小刻みに震える。そのくせあたしの秘所は侵入したままの朔豹様の指をぎゅうぎゅうに締め付けていた。

「知らない、ね。本当にお粗末な相手としかしてこなかったっていうことだな」

「……朔豹様？」

「どうする？　ここで終わらせておくか？」

「いいえ、どうか、お願いします」

　強情だな、と呟きが落とされた。

　でも、あたしの目には朔豹様のズボンを押し上げているものが映っている。あんなに苦しそうに張りつめているのに、そのまま放置するなんて、申し訳がなさ過ぎる。何より、脅迫されたとはいえ、望んだのはあたしの方だ。

　朔豹様が寝衣を脱ぐのをぼんやりと待つ。勝手にひょろりとしたもやしのような体とか、ぽっちゃりとしたお腹を想像していたけれど、そのどちらでもなかった。

「鍛えて……るのですね」

　思わず漏れた称賛の言葉に、朔豹様が「あぁ、見せるべきではなかったね」と自分の体を見下ろす。

「でも、紅鈴は別に口外しないだろう？」

「そんなこと、口外する相手もおりません」

　でも、どうしてだろう。あれだけ日々だらだらと過ごしているのに、どうやってこの引き締まった体躯ができるのだろうか。まさか体質だなんてオチではないだろう。だとしたら、非常識過ぎる。

「それが賢明だな」

　どうしよう。目の前の朔豹様が愚王と同一人物と分かっているのに、全くの別人に見える。具体的に言うと、えろい！

（え、あたし、このままこの人とそういうことするの？）

　するんだよ。信じられないけど、そうする流れなんだよ。

　冷静な自分のツッコミを受け、あたしは腹を決める。シーツを握りしめていた手を、自分の太腿に添えた。受け入れやすいようにという配慮だったのに、何故か、朔豹様の視線が呆れを帯びた気がした。

「言いたいことはいくつかあるけれど、それは今じゃないよね」

　朔豹様はあたしの真正面に陣取ると、硬く張り詰めた男根をあたしの蜜口に擦りつけた。熱い塊が濡れそぼった襞を往復し、淫靡な水音を立てる。

　ようやく？　いよいよ？　期待と不安が頭を埋め尽くす。でも、あたしができるのは、受け入れることだけだ。自分の脚を開かせたまま固定している指に力が入る。

「ん、くぅっ」

　つぷん、と雁首だけが入る。伝わる熱があっという間に全身に広がった。

　ぬちぬち、ねちねちと浅い出し入れを繰り返す朔豹様は、あたしの反応を確認しているようだ。この期に及んで逃げ出すとか考えているのだろうか。まるで、引くならここだと最終通告をされている気持ちになる。

　あたしは大丈夫だと、朔豹様の顔を見つめた。すると、それが伝わったのだろうか。朔豹様の大きな手が、あたしの腰に添えられる。

「あ、はぁっ！」

　ずん、と楔くさびが奥に突き入れられる。圧倒的な質量に、一瞬、呼吸が止まった。

「大丈夫か？」

「お、気遣いいただいて、ありがとうございます。あたしは大丈夫ですので……っ？」

　返事の途中でず、と腰が引かれた。けれど、ぎりぎりまで抜いた男根が再び強く押し込まれる。

「あぁんっ」

　恥ずかしい。自分のものとは思えない声が出てしまった。こんな声では相手に媚びているようじゃないか。

「せっかくだから、もっと声を出したらどうかな？　いるかもしれない『確認役』に聞かせるんだったよね？」

　あたしの羞恥心を読んだように追い打ちがかかる。もしかして盆暗ぼんくらを装った嗜虐趣味？　いやいや、そんなはずは。

「あぁっ、そ、こ、……深く、てぇっ」

　残念ながら、あたしに喘ぎ声のレパートリーなんてない。教えられたのは「大きい」「激しい」「深い」という単語を多く声に出した方がいいことぐらいだろう。

　だというのに、何故か朔豹様のお気には召さなかったようだ。あたしの腰を掴んでの出し入れを繰り返しながら、少しだけ半目になった。器用なことだと思う。

「紅鈴は演技が下手だね」

「……申し訳ありません」

　こればかりは謝るしかない。どうしよう、こんなことで萎えてしまったと言われたら。

「仕方がないから、手伝ってあげるよ」

「え？」

　ぐい、と腰を持ち上げられる。お尻が浮き、体を丸めさせられた体勢は少しばかりきつい。

「ほら、見える？　紅鈴が見えるものを、そのまま口にしてごらん？」

「……っ」

「ちゃんと『確認役』にも聞こえるように、大きな声でね？」

「～～～～っ！」

　朔豹様のとんでもない提案に、あたしは自分の口を押えて声にならない声を出す。

　確かに体を折りたたまれたような今の体勢なら、陛下の男根があたしの中に刺さっているのがよく見える。よく見える……けれども！

「ほら、どうしたの？　何が見える？」

　羞恥心で涙が滲む。けれど、朔豹様の心遣いを無にするわけには……わけには……っ！

「さ、朔豹様の、その、たくましいもの、が、あたしの中に入って……いて」

「うん、それから？」

　先を促される朔豹様がゆっくりと抜き差しを再開する。ぐち、という水音と、体の内側が擦れる刺激に、声が自然と跳ねていく。

「そ、そのっ、出たり、入ったり……あぁっ、して……んっ！」

「どうしてこんなにスムーズに動けるんだろうね？」

「あっ、それは、ぁっ、あたしが、はした、なくもっ、濡れてしまって、いる……くぅんっ、から、でっ」

「そうだね。さっきから、中がうねって、気持ちいいよ。ありがとう」

「い、いいえっ、あたし、こそっ、使っていただいて……くぅんっ！」

　何度か官吏から言わされた言葉を紡いだ途端、ぐり、と深く穿たれた。

「そういうのはいいから。ね、気持ちいい？」

「え、あっ、はい。奥に、あたって……ぇんっ」

　腰を掴んでいた手が離されたと思ったら、胸にしびれる程の刺激を受け、目がちかちかした。深く串刺しにされたまま、胸をいじられたのだと気が付いたのは、その後だ。

「ごめんね。あまりに触って欲しそうに主張していたから」

「あぁっ、んっ、一緒に、さわられたら……ぁっ」

　腰をぐりぐりと円を描くように押し付けられながら、あたしは両方の胸の先を指先で弄ばれていた。逃げようにも逃げられず、制止の声も上げられない。

「あ、はぁっ、このまま、じゃ、また……あぁんっ」

　あの昇るような落ちるような、弾ける一瞬が来る。その波に体を翻弄されながら、頭が徐々に浮かされていくのが分かった。

「だ……んっ、もぉ、もたなっ、さく、ひょう様ぁっ」

　だめだ、くる……！

　覚悟した瞬間、ずるりと熱の塊があたしの中から出ていくのが分かった。あたしは一人でがくがくと体を震わせて絶頂の波をやり過ごす。

　朔豹様の「危ないところだった」という呟きも、理解する余裕はない。波が引くのをただ待つだけだ。

　は、は、と浅い呼吸を繰り返すあたしの頬を、朔豹様の大きな手が撫でた。

「大丈夫か？」

「はい、だいじょうぶ、です……」

　これで今夜はもう大丈夫だろう。任務完了だ。

（シーツ、洗濯に出さないと……）

　後片付けは女官の仕事だから、と体を起こそうとした。

「そうか、それなら、まだ付き合えるな」

「ふぇ？」

　ぐるん、と視界が回る。目の前には、たった今、洗濯に出さないと、と思った真っ白なシーツ。

　うつ伏せにされた、と気が付いたときには、朔豹様の手があたしのお尻を撫でていた。

「あ、の……」

　終わりじゃなかったのか、という声をかけてもいいのか迷う。その迷いはあっという間に断ち切れた。

「ひ、ぁっ」

　ずん、と一息に深く挿入され、絶頂を覚えたばかりの体が再び熱くなって頭が沸騰する。

「ぁっ、やぁんっ、ふか、深い、ですっ」

「そうだろうねぇ」

　のんきな声とは裏腹に、凶悪な腰の動きが、あたしを容赦なく揺さぶる。

「んっ、このあたり、かなっ？」

　ぐり、と最奥を突かれたとき、今まで感じたことのない悦楽の波に、がくがくと腕が震える。とても自分を支えてなんていられない。あたしにできるのは、与えられる痛みすれすれの快感を堪えて逃がしてやり過ごして、喉が勝手に嬌声を奏でるがままにするだけだ。

「あっ、はぁっ、んぅっ、……ぃんっ」

　逃れられない。捕食される草食動物はこんな気持ちなんだろうか。間断なく与えられる刺激に、僅かに腰をくねらせることぐらいしかできない。背中を撫でられただけでその部分が熱を持つ気がする。お腹の奥はとっくに陥落していて、あさましくも与えられる快感をもっともっとと強請ねだってしまっている。

「……は、すごいね。ねぇ、分かる？　すごく中がうねって気持ちいいんだけど」

「っ」

　あたしは下唇をぎゅっと噛みしめた。まるで羞恥心を煽るかのような物言いに、言い返せる言葉もない。

（優しい、と思ったけど、やっぱりこの人も……同じ）

　下っ端女官だからと軽く扱って、いいように性欲を発散した官吏たちと一緒だ。少しだけ期待しただけに、失望との落差が大きかった。

「本来はね。そういうものなんだよ」

「……？」

「一方的に使うとか、使われるとかじゃない。こういうのはお互いに気持ち良くなるためのものだ。相利共生、とでも言ったらいいかな」

「そうり、きょうせい？」

　腰の動きを止めてくれたので、あたしはゆっくりとその聞き慣れない単語を繰り返す。

「そう。人間関係も、商売も、政だって同じだよ。お互いに利となるものを出し合って共に生きる。そうでない関係は歪としか言いようがない」

　それは今の状況と同じなんだろうか？　あたしは自分の家族を守るために夜這いを仕掛けた。それを一度は拒否した朔豹様が得られるメリットはなんだろう。

「紅鈴。君はまだ素直だね。この王宮の汚れた空気に染まり切ってない。僕の部屋付きになることで巻き込んでしまったけど、このままでいて欲しいね」

「このまま……」

　このまま。このまま？　まさかこの繋がった体勢のままとかいう鬼畜な話ではないのよね？　部屋付きのまま、もしくは、この性格のまま、という解釈でいいのよね？

「さ、難しい話はここでおしまいだよ。僕も久々のことでちょっと歯止めが効かなかったところはあるけれど、気持ちいいのはお互い様、ということで」

「え……」

　困惑の声は突然、朔豹様の肉楔が引き抜かれる衝撃に途切れた。擦れる刺激と、何より響いた水音に羞恥で体が熱くなる。

　掴まれた腰が朔豹様の手で転がされ、あたしは再び仰向けになっていた。

「それじゃ、あともう少しだけ付き合ってもらうね」

「朔豹様……？」

　再び朔豹様の熱があたしの中に割って入る。最初と同じ体勢ながら、最初と違うのは、あたしの愛液に潤む秘裂がスムーズに受け入れたということだ。

「あぁんっ」

　ずん、と腰を強く突き入れられ、自分でも聞いたことのない声が出る。

「それ、腰にクるか、らっ」

　腰？　まさかぎっくり腰とか？　朔豹様に負担のかかる体勢なのかと慌てて体を起こそうとすると、何故か右脚を高く持ち上げられた。自然と下半身が横向きになったあたしの中を、少しだけ引き抜かれた陛下の肉楔が再び強く分け入る。

「んぁっ、やっ、あぁっ、あんっ！」

　角度が変わったせいか、さっきまでとは違うところを擦られ、思考が散り散りになる。シーツに強くしがみつき、それでも涙の滲む目で朔豹様の顔を振り仰いで、……見なければよかったと思った。あたしの右脚を抱えてうっすら汗を滲ませる朔豹様は……色香が五割は増していた。そんな人と体を繋げているのだと再認識した瞬間、あたしの下腹部がぎゅっと締まる。

「ああぁぁんっっ」

　締まるということは、それだけ陛下の肉楔を強く感じてしまうということで、つまり、あたしはまた達してしまった。

「くっ」

　朔豹様の苦し気な声とともに、ずるりと熱い塊が引き抜かれる。その直後にあたしの胸のあたりまで白濁が飛び散った。

「あ……」

　どこか熱に浮かされたようなぼうっとした頭で、あたしはのろのろと腕にも飛んでいたそれを舐めとろうと舌を出す。

「はい、そこまで」

　何故か、朔豹様の手があたしの額をわし掴むように止めた。見上げれば、困ったような陛下の顔がある。さっきまでの色気はどこに飛んでいったんだろうか。

「あ、そうですね。あたしのことより、こっちが先ですね」

　散々あたしを責め立ててくれた朔豹様の肉杭は、力を失ってへなりとしている。こっちを綺麗にするのが先だから、と思ったのに、何故か朔豹様の手はあたしの額から離れない。

「うん、だいたい何をしようとしてるか分かるけどね、不要だから」

「でも……」

「だいたい、美味しいものでもないでしょ、これ」

　まぁ、確かに。苦いし生臭い。けれど、行為が終わった後はきれいにしなければならないと――――

「君の認識は歪んでいるんだよ。いや、歪まされている、と言った方がいいのかな」

　朔豹様に手を取られ、寝台から降りる。少し膝……いや、股関節が悲鳴を上げたけど根性で乗り切った。汚れたシーツをはぎ取ろうとした朔豹様を慌てて止めて、あたしはシーツを片付けながらこっそり体についた体液を拭う。部屋にストックしてあった新しいシーツを綺麗に敷き直すのだけど、後になって全裸でやる行動じゃなかったと激しく後悔した。シーツを敷き終えた頃には、既に朔豹様は寝衣を着ていたから、そそくさとあたしも服を着た。

「少し、話をしようか」

　寝台に腰掛けた朔豹様に、隣をぽんぽんと叩かれ、おそるおそる座る。

「ここに勤めるようになってすぐ、純潔を散らされたって言ったね。当時のことをもっと詳しく知りたいな。もちろん、話すのがつらいなら無理にとは言わないけど」

「……そんなに聞いて楽しい話ではないと思いますが」

「そうだね。でも、今後の参考に」

　参考、ってなんだろう。言葉選びがおかしくないか、と思いながら、あたしは当時を思い出しながら、語り始めた。

「最初は、失礼のないように、仕事の流れを掴むために、と上級女官について学んでいました」

　右も左も分からない中、指導役の上級女官の機嫌を損ねないように気にしながら、緊張の連続だった。仕事が終わる頃には気疲れでくたくただった。

　そんな日々でも少しは慣れてきたと思えた頃、指導役の女官を見失ってしまったことがあった。通りがかった官吏に優しく声を掛けられ、ほいほいついて行ったあたしは、今思えば、良いカモだったんだろう。人があまり来ないという部屋で、上げた声で誰かが来れば交ぜてやろう、という下種げすな脅迫に怯え、初めてのその行為に声を殺し涙を流しながら受け入れるしかなかった。

　その後、なんとか指導役の女官と合流したものの、サボっていたと叱られ、とても相談できる精神状態ではなかった。それでも、不幸な事故だったんだと忘れようとした。

　それが二度三度と続けば、諦念ていねんも芽生える。いかに早く終わってもらうか、不用意な言動で更なる暴力を呼び込まないようにするか、そんな風にやり過ごすことになった頃、研修が終わった。寮室が一人部屋から二人部屋になり、他の下級女官に引き合わされ、上級女官と全く異なる仕事内容に、あの指導は何のためだったんだと疑問を持ちながらも、同じ下級女官からは不逞ふていの官吏からの逃げ方を教わった。それ以降の被害はない。

「腐ってるな」

　あたしの話を聞いた朔豹様の第一声がこれだった。

「まず、その指導役の上級女官はろくでもない官吏と通じている」

「そうなんですね」

　それは薄々感じていた。そうでなければ、あんなタイミングよく声を掛けられるわけがない。

「他の下級女官との接点をなくし、助けを求める相手もないまま、泣き寝入りをするしかなく打ちひしがれる新人女官を眺めて面白がっているんだろう。心が折れて帰る者もいるだろうし、擦れて反応がつまらなくなったところで本来の配置に戻す。官吏の方から多少の金銭はもらっているかもしれないが、十中八九、娯楽の一環だ」

　まるで見て来たように断言する朔豹様の言葉を、呑み込むまでに時間がかかった。

　平民出身の下級女官をろくでなし官吏に強姦させ、下級女官の悲嘆を娯楽にする。果たしてまともな人間の所業だろうか。

「あぁ、腐っているんですね」

「そうだ。腐っているんだ」

　確かに朔豹様の言い回しはしっくりくる。人として性根が腐っているわけだ。ついでにそんなことが横行するこの王宮も腐っている。

　憤りはあるけれど、それがこの王宮の、この国の現状だ。名家出身の上級女官や官吏に、平民のあたしたちは抗う術がない。

「あたし、戻りますね。……陛下におかれましては、お付き合いいただきありがとうございました」

「待って、それは置いていこうか」

「え」

　交換したシーツをとっとと片付けてしまおうと思ったあたしは、朔豹様に止められた。

「あの、でも、汚れたものですし」

　汚れた原因はさすがに口にできない。

「いつも通りに朝に持ち帰ればいい。さっき敷き直した予備と二つを」

　意図するところを計りかねて、あたしはシーツを抱え直す。

「シーツを二枚洗濯に出すところを見せれば、嫌でも扇白に伝わるから」

（それ、めちゃくちゃ恥ずかしいんですけど！）

　拒否したかったけれど、提案した朔豹様の良い笑顔に反論もできず、あたしは羞恥で顔を赤くしながら寮室へ戻った。

















第五章　戻れない日常と失せ物探し












（は、恥ずかし過ぎる……！）

　深夜と言える時間帯にこっそり寮に戻ったあたしに、同室の緋蝶は何も聞いてこなかった。ありがたいと言えばありがたいけれど、厄介事に巻き込まれないための自衛策と言われればそれまでだ。

（でも、巻き込みたくはないから、それでいいのかもしれない）

　そう、今の問題は緋蝶じゃない。朔豹様だ。

　これから、しれっといつも通りの顔で、しれっと朝の支度をお届けして、しれっと汚れたシーツを回収すればいいだけなのに、考えただけで恥ずかしくて死ねる。いや、昨晩のことはあたしと朔豹様しか――いやいるかもしれない確認役のことはカウントしない――知らないはずだけど！

「失礼いたします」

　いつも通りの挨拶をして、入室する。そこにはきっといつも通りにだるそうな顔をした朔豹様が……朔豹様、が？

「おはよう、紅鈴。いい朝だね」

　どうしてツヤツヤピカピカ爽やかスマイルで待ち受けていらっしゃるんでしょうかねぇ？　なんだったら、寝台から出て来なくてよかったのに！　おかしいでしょう！

「おはようございます。手水のお湯をお届けに参りました。こちらに並べておきますので」

　とにかくここは素早い撤退！　仕事をさっさと済ませて逃げるが吉！

　いつものようにテーブルに洗面桶とお湯の入った陶器、あとタオルを並べる。

　あとは部屋の隅にまとめておいたシーツを回収すれば、最初の仕事は完了！　朝食を運ぶときのことは後で考えよう！

「あぁ、そうそう。僕が起きている理由なんだけどね？」

「はい……」

　声を掛けられてしまえば、答えないわけにもいかない。あたしは渋々聞く態勢を取る。

「朝一でご機嫌伺いと称して、日ごろ滅多にここに来ない人が来てね？　昨晩のお届け物はお気に召しましたか、なんて聞いてくるわけだ」

「～～～～～！」

　王宮の庭の一角を、切実に貸していただきたい気持ちでいっぱいだ。端的に言うなら、穴掘って埋まりたい。

「だからちゃんと言っておいたよ？　あれは小間使いとして気に入ってるだけで、閨はいまいちだったって」

「さ、ようでございますか……」

　もう、いっそのこと殺してくれたらいいんじゃないかな。わざわざ感想を聞きにくる仕掛人も仕掛人だけれど、ちゃんと評価を告げる朔豹様も朔豹様だと思う。

「あれ？　もっと絶賛しておいた方がよかった？　下手に高評価にしてしまうと、毎晩侍れ、なんて言われ兼ねないよね？」

「……ご配慮ありがたく頂戴いたします」

　その割には妙に上機嫌に見えるのはどういうことかな。というか、本当に愚王なんだよね？　単なるいじめっ子じゃないよね？

「すぐに、朝食をお持ちいたしますので、お待ちくださいませ」

　頭を下げて心を無にして仕事に徹する。ささっとシーツを回収し、頭を下げて退室した。

　扉を閉める直前、くすくすと笑い声が聞こえた気がした。えぇい、無視よ、無視！

　できるだけ昨晩のことは考えず、あたしは平常心、平常心と唱えながら、朔豹様の朝食一式を食堂で受け取って運ぶ。

（また、からかわれそうだな……）

　少しばかり憂鬱だけれど、よくよく考えれば、昨晩、朔豹様はあたしを抱くメリットなんてなかった。脅されたあたしを不憫に思って付き合ってくれただけだ。そんな朔豹様が少しばかり憂さ晴らしをしたって仕方ないのでは？

　そう思うと、朔豹様のからかいも受け止めるべき、と考えられるから不思議なものだ。朔豹様があたしの恥ずかしがる様子を見て少しでもストレスが軽減されるのなら、それはそれで……

（ん？　そもそもぐうたらしている朔豹様にストレスはあるのかな？）

　少し考える。……あるということにしておこう。

　気持ちを切り替えたあたしは、いつも通りの足取りで、再び朔豹様の私室へ向かう。

「失礼いたします。朝食をお持ちいたしました」

「ん、そこに並べておいて」

「……かしこまりました」

　あたしの返答が遅れてしまったのも仕方ない。何しろ、顔を洗って身支度を整えた朔豹様が、まただらりと寝台に寝そべっていたのだから。

　あたしが朝食の皿を並べている間に、のそのそと寝台から降りた朔豹様は、朝食をもぐもぐ口にしていく。壁際に控えながら、あたしは天井の模様を数えながらそれを待つ。

（どうしよう。いつも通りだわ。これ）

　さっきのいじわるな言動はなんだったんだろうか。

　困惑しながらも、これ以上からかわれないことに胸を撫でおろした。






　∋[image: 〓][image: 〓]∈∋[image: 〓][image: 〓]∈∋[image: 〓][image: 〓]∈






　もう受難はないだろう、とルンルン気分で空っぽになった食器をからからとワゴンに載せて運ぶ。

（あとは、朔豹様が散歩に出たタイミングで部屋の掃除をするぐらいだし、しばらくは何も考えずに下っ端の仕事に専念できるわ）

　朔豹様の部屋係は仕事こそ緩いし量も少ないけれど、やたらと気疲れする。それなら会議室の床をピカピカに磨いていた方が精神的には楽だ。何も考えずにひたすら手を動かしていればいいだけだし。たまに腰は痛むけど。

　そんな風に浮かれていたのがいけなかったのだろうか。掃除の手伝いにと向かう途中、声を掛けられてしまったのは。

「紅鈴という女官はお前か」

「はい」

　すごく似たやり取りを最近した覚えがある。いや、最近どころか昨日のことだ。

「さる御方が話を聞きたいそうだ。ついて来い」

「かしこまりました」

　この流れも知ってる。このまま政務棟の奥まった部屋に連れてかれるやつー。昨日の首尾とか聞かれるの？　だって、朔豹様から感想聞いたんでしょ？　わざわざ部屋を訪ねてまでさ。

　朝一で朔豹様の部屋に先触れなく訪問した理由は何となく想像がつく。基本的に朝の遅い朔豹様は、官吏の方々が出仕する時間になってようやく起きるのだ。そして、昼間は決まったルートもなく思いつくまま城内をぶらぶらとしているので、捕まえるのは至難の業だ。それなら、自分の出仕直前のタイミングで部屋に訪問するのが確実だろう。

（あたしも、庭園の奥で遭遇したこともあったし）

　朔豹様の部屋係になるまでは全然意識していなかったけれど、下級女官としての仕事中にあの淡い茶色の髪を見かけることがある。場所も時間もバラバラで、政務棟の廊下でぼーっと立っていたこともあれば、城壁の上にその姿を見つけたこともある。他の官吏と違って官服も着ていないし、髪もきっちり結い上げているわけではないから、流れる風景に違和感を覚えるときは、だいたい視界のどこかにいるのだ。

（今までは全く気にしていなかったけれど、一度あれが朔豹様だと認識してからは、いやに目につくようになったわ）

　苦笑した自分に気が付いて驚いた。

　昨日は緊張に心臓を冷たくして同じ通路を歩いていたというのに、随分と違うじゃないか。

（なんとなく話題の予想がつくから、かな？）

　恥ずかしいことには違いないが、なんとなく乗り切れそうな気がする。もちろん、根拠はない。

（気を引き締めなきゃいけないことには変わりないけどね）

　予想通り、奥の部屋へと通されたあたしは、昨日と同じく待ち受けていた人に頭を下げる。昨日と違うところと言えば、ちらりと視線だけを動かして、相手の顔を確認できるだけの余裕があることぐらいだろう。

（この人が、扇白大臣……）

　西の公家出身のお偉いさん、というわけだ。西方領出身のあたしにとってみれば、領主一族の有力者とも言える。

「陛下の口には合わなかったようだな」

「申し訳ございません。わたくしのような平民出身の者では、力不足でございました」

　そもそも篭絡しろとも言われていないけれど。一応、命令通りに抱かれたのだからいいじゃないか、と言いたい。

「だが、仕事ぶりは認められているようだな」

「もったいないことでございます」

　まだ部屋係から外される様子はない、ということだろう。外してくれてもいいのだけど。むしろ他の下級女官に譲りたい。部屋係だけならともかく、大臣の無茶ぶりとか完全に業務外よね。文句を言える立場じゃないけど。

「今朝、陛下の態度は何か変わったか？」

「いいえ、特に変わったことは……。陛下におかれましては、単なる暇潰し程度ではなかったのでしょうか」

「そうか？　上級女官は全てすげなく断ったようだが。いや、取るに足らない下級女官だから使い捨てただけか？」

　聞こえるように言うのもたいがい失礼だと思う。というか、名家出身のお嬢様女官にも同じことをやらせようとしていたのか。それは初耳だ。いや、お嬢様方は貞操を大事にしているという話だから、うっかり抱いたら面倒なことになると判断したんだろうか。愚王だけれど、愚王じゃないかもしれない朔豹様なら、そういう考えをするかもしれない。

　じっと続く言葉を待っていると、扇白大臣は引き出しから小さな壺を取り出して、ことり、と机の上に置いた。何の変哲もない、手のひらに隠れるぐらいの小さな白い陶器の壺だ。コルクで蓋をしてあるし、中身はうかがい知れない。

「先日、陛下が好みそうな香油を見つけてな」

　白い壺が、背後に控えていた侍従の手に渡される。そしてそれは、あたしの目の前に。

「朝の支度のときに、二、三滴垂らしてさしあげれば、かぐわしい香りに陛下も喜ばれることだろう」

「……」

　それを言葉通り受け取れる程、あたしは素直ではない。ここは人の皮を被った魑魅魍魎ちみもうりょうが跋扈ばっこする王宮。弱いものはパクリと食べられるか、使い捨てられるか。そんな場所だ。

（運が悪かったんだろうなぁ）

　数多いる下級女官の中で、朔豹様の部屋係が回ってきた時点で、あたしの運命は決まってしまっていたんだろう。

「どうした？　早く受け取るがいい。――――よもや、拒むつもりではなかろう？」

　あぁ、なんて冷たくいやらしい声。それに呼応するように扉近くに立っている衛士が腰に佩はいた剣を揺らす。

　あたしは内心を押し殺して壺を謹んで頂戴する。

「実家に咎は及びませんか？」

「咎などと物騒な。囀さえずらねば類は及ぶまいよ」

「……かしこまりました」

　他に何が言えただろう。冷え切った指先で覆い隠した壺が、とぷり、と水音を立てた。
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　嫌なことには嫌なことが重なるもので。扇白大臣から限りなく怪しい香油を受け取ってしまい、悶々としたままその日の仕事をこなしていたあたしは、夜になってとんでもないことに気が付いた。

（簪が……！）

　落ち着いた赤い色の珠がついただけのシンプルな簪だけれど、ここへの出仕が決まったときに、兄から餞別にもらった大事な簪だ。いったいどこで落としたんだろう。髪を留めるのではなく、飾りとして挿していたから、落ちたときに気付けなかったようだ。

（扇白大臣のところから戻って来たときには、確実にまだ髪に挿してあった）

　壺を持って部屋へ戻ったとき、鏡で自分のひどい顔を確認して乾いた笑いをこぼしたときには、まだ髪に挿さっていた。

（その後、洗濯を手伝って、朔豹様の部屋の掃除をして、食堂に行って、中庭で朔豹様と遭遇して……）

　指折り今日の仕事を数える。とりあえず一つずつしらみ潰しに当たろう。明日の朝になって掃除担当の人が見つけたとしても、ありきたりな簪だからと廃棄されてしまったら悔やんでも悔やみきれない。

「紅鈴……？」

「ごめん、緋蝶。ちょっと落とし物しちゃったみたい。少し探してくるから、寝てていいよ」

「うーん？　大丈夫？」

「うん。心当たりだけ探してくるだけだから」

　小さな灯りだけを持って、部屋を飛び出す。速足でまず向かうのは水場だ。急ぎ過ぎたせいで、胸元からとぷん、と水音が聞こえて、慌てて足を止めた。

（そうだ。ずっとここに挟みっぱなしだったっけ）

　部屋に置いて来ようと思ったけれど、万が一誰かに見られたらと気が気でなくて、結局、持ち歩くことにした白い壺。水音が響くたびに、心が冷えるものだから、余計に仕事中も注意散漫になってしまった。

（だから、大事な簪を落としたのも、きっとこれのせい！）

　壺に当たっても仕方ないのは分かっている。けれど、この壺のせいで、あたしの未来はきっと暗い。それなら、せめて思い入れのある物だけでも手元に置いておきたいと思うことは許されていいはずだ。

（せめてもっと鎖とか飾りが付いていたら落とした時に気が付いたのに……！）

　あさっての方向に憤ってみるけれど、そもそもそんな華美な簪を挿そうものなら、上級女官のお嬢様方が黙っていないだろう。下手したら没収だ。あぁ、恐ろしい。

　洗濯をしていた水場を探し、干していた小庭を漁り、移動経路を思い出しながら通路を探り、人一人いない食堂を腹這いになって目を凝らした。

（どうしよう。まさか陛下の部屋で落としたとか言わない、わよね）

　さすがにこんな時間に訪れるわけにもいかない。いや、昨晩は別だ。あれは別カウント。

　朔豹様の部屋の前へ続く通路まで探して、それでも見つからなかったら、明日の朝にまた探そう。そう決めて下を向いて歩く。でも、もし朔豹様に見つかっても、朔豹様のことだから、仕方がないな、って探させてくれるかもしれない。

（……って、ありえないから！）

　朔豹様は王なんだから、そんなに気安く感じちゃだめだ。昨晩は、その、確かに、優しかったけど、あれだって脅迫に負けたあたしへの同情に違いない。

　自分に都合の良い解釈を慌てて振り払いながら、足音を少し忍ばせて歩く。

（あれ……？）

　こんな時間なのに、朔豹様の部屋から話し声が漏れてきていた。まさか独り言が多いタイプなのだろうか。それなら、聞かなかったことにして回れ右をするべきだろう。うっかり内容を聞いてしまうと、絶対に明日の朝に挙動不審になってしまいそうだ。

「……ではないですか！」

「？」

　少し大きめに響いた低い声は、明らかに朔豹様のものではなかった。

（え、どうしよう。もしかして、朔豹様が一向に結婚もしない上に上級女官にも手を出さなかったのは、恋愛対象が男性だったから、とか？）

　緋蝶に見せてもらった艶本を思い出す。持っていることがバレただけでも懲罰対象になりかねないという、男同士の恋愛を描いた艶本を「どうしても手元に置いておきたかったから……！」と上気した顔で見つめていた緋蝶。布教だと見せてもらったそれは、想像の斜め上の方向にすごかった。世の中にはあたしの知らない世界がたくさんあるんだと、少しばかり勉強になった。ハマってないけど。

（え……？　ってことは、この現場はまずいのでは？）

　相手が誰かは知らないが、この事実を知ったと知られることだけでもまずい。

　くるりと足の向きを変えて回れ右。三十六計逃げるに如かず。君子危うきに近寄らず、だ。虎穴に入らずんば虎子を得ず？　虎の子なんて欲しくありませーん！

　撤退を選んだあたしだけれど、残念ながら遅かったようだ。

　肩に大きな手が乗った、と思った瞬間、あたしは暗い通路から朔豹様の部屋に引きずりこまれてしまった。

















第六章　秘密を漏らす自信しかありません












「紅鈴……？」

　床に正座して頭を下げているあたしに向かって、名前を呼び掛けてきたのは朔豹様の声だった。

「陛下。この女官をご存じなのですか？」

「あぁ、少し前から部屋係になった女官だ」

　どうしよう。朔豹様以外の人の声も、聞き覚えがあるのだけれど。顔を見なくても分かる。だって、緋蝶が何度も黄色い歓声を上げるおかげで、あたしも自然と気にかけるようになってしまったのだから……！

（どうしてこんな夜更けに朔豹様の部屋にいらっしゃるんですか、深鹿様！）

　間違いない。絶対に切れ者宰相の深鹿様だ。まさか、やる気なしぐうたら愚王に説教しに来たとか？

「女官？　あっちの派閥が放った細作スパイではないのか？」

　あたしの肩を掴んで部屋に引きずり込んだ人の声は、すこしひび割れた低い声だった。非常に残念かつ申し訳のないことに、こちらの声にも聞き覚えがある。護国将軍と名高き暁輝様だ。あたしの体を軽々と――それこそぬいぐるみでも扱うように引きずり込んだ腕力といい、間違いないだろう。

（……詰んだのでは？）

　扇白大臣にあの壺を渡された時点で長くなかった命は、どうやらもっと短く終わってしまうらしい。あぁ、せめて簪を手にしてから逝きたかった。

「どちらにしても、見られてしまったからには処分しなければならないでしょう。こんな夜更けに何を思ってうろついていたかは知りませんが、致し方のないことです」

　冷え冷えとした深鹿様の声に、頭を下げたままのあたしの指が震える。

「いや、待て。紅鈴は運が悪いだけで信用できる女官だ。大方、昨日に引き続き伽をしろとでも言われて来たんじゃないのか？」

「昨日に引き続き……？」

「あぁ、昨晩も来ていた。一応、差し向けた者には美味しくなかったと感想は告げたんだがな。大方、何度も抱けば情が生まれるとでも思われたんだろう」

「……陛下。わたくしは聞いていませんが？」

「言っていなかったな。些末なことだ」

「些事ではありません！　万が一、子種が芽生えたらどうするおつもりだったんですか！　災いの種を振り撒くことがどれほど愚かなことか分からない貴方ではないでしょうに！」

「あー、まぁ、それはそれだ。とにかく、紅鈴はむやみやたらに機密を漏らすような女官ではない」

「な――――」

「何をおっしゃっているんですかっ！」

　不敬とは分かっていたけれど、とうとう堪えきれずに顔を上げてしまった。あれ、深鹿様の声を遮ってしまっただろうか？　いや、どうせ処分されるならいいや。言いたいことはちゃんと言ってしまおう。

「信用していただけるのはありがたいですけれど！　あたしは家族を盾に脅迫されたら、むしろ秘密を漏らす自信しかありませんから！　現に今日だってまた呼び出されて『陛下の好みそうな香油だ、使って差し上げるがよい、ふひひ』って怪しげな壺まで渡されているんですよ！」

　そこまで嫌らしい笑い方はしていなかった気もするけれど、絶対心の中で笑ってた。確信を持って言える。

　あたしは胸元に手を入れて、壺を取り出すと、それを床にタン、と置く。

「面倒な権力争いに巻き込まれてしまった不運は仕方ないですから、もういっそ良心との板挟みになって胃の痛い思いをする前に、さくっと処分してください！」

　宰相や将軍も同席する中で、王に直答するという不敬の極みにも関わらず、部屋にしゃがれ声の爆笑が響いた。声の主は暁輝将軍だ。

「くっくっくっ、今まで色々な女官を見てきたと思ったが、ここまで潔いのは初めてだ！」

　あたしの後ろ、いつでもあたしを切り捨てられる位置に立っているくせに、めちゃくちゃ笑っている。実は笑い上戸だったのだろうか？　新事実だ。

「この壺を扇白大臣から？」

　あたしの目の前から壺を拾い上げた深鹿様が、目線は壺に、こちらを一瞥もせずに問いかけてくる。その冷たい声音と言ったら、これでキャーキャー言える緋蝶がすごいと本気で思う。

「おそらく、としか申し上げられません。陛下の朝食を下げ終えたところで官吏に声を掛けられ、連れて行かれた先から予測しただけでございますので」

「似た容姿の別人ととぼけられればそれまで、と」

「そちらの香油もどういったものかは説明がありませんでしたが、陛下が顔を洗われる際に使うようにと遠回しな指示を受けました」

「それはまた、随分と直接的な手段に出てきたものですね？」

「あたしのような平民出身の下級女官であれば、如何様にでも切り捨てられると思ってのことでしょう」

　あたしの言葉に、何故か深鹿様があたしの頭に軽く手を置いた。あれ、撫でられた？

「それで？　貴女はここへ夜伽に？」

「いえ、昼間に簪を落としてしまったようで、探しておりました。お部屋の前の廊下まで探したら、諦めて戻ろうと思っていたのですが……」

　将軍に引きずり込まれたのは、この部屋の全員が知っていることだ。

「簪？　こんな夜中に？」

「はい、このような状況ですから、いつ命を奪われてもおかしくない状況だと愚考いたしまして。あの簪は兄が餞別にとくれた大事なものですので、身に着けていたのですが、昼間の仕事中にどこかへ落としてしまったのか……。朝になれば各所で掃除が始まりますので、地味な簪一つ、ごみとして捨てられてしまうのではないかと」

　自然とため息が漏れた。もうこんな状況になってしまったからには、あの簪は諦めないといけないだろう。せっかく、兄が（おそらく小遣いを切り詰めて）贈ってくれたものだったのに。

「……陛下？」

「あー、その、紅鈴、探している簪は、赤い珠がついただけの素朴なものか？」

「はい。……はい？」

　あたしは顔を上げたまま固まった。決まり悪そうにしている陛下の右手、そこでくるくると弄ばれているのは、紛れもなくあたしの簪である。

「いや、まさかそんな大事なものとは思わないだろう？　ちょっと庭で見かけたときに拝借しただけで」

「陛下……」

「相変わらず手癖が悪い坊主だな」

　深鹿様は苦い顔で、暁輝将軍はいたずら坊主を窘たしなめるような声で、それぞれ反応している。陛下は腰掛けていた寝台から立ち上がり、あたしの前までやって来ると、あたしの手のひらに簪を握らせた。

「悪かったね。少し悪戯心が過ぎたようだ」

　ぽすん、と頭に朔豹様の手が乗る。猫にするように撫でられただけなのに、あたしの涙腺が決壊した。

　理不尽に捨て駒に使われたやりきれなさとか、突然、身分の高い方々の前に引っ張り出された緊張とか、実家に類が及ぶかもしれない恐怖とか、押し込めていたもの全部が涙になって流れ落ちる。

「あぁ、ごめんね。悪気はなかったんだよ」

「最低ですね。――――それはそうと、陛下？　これでも、計画に変更はありませんか？」

　最低だと朔豹様を詰なじっておきながら、変わらず涙を流し続けるあたしに慰めの言葉も掛けない深鹿様は、すごく冷徹だ。本当に緋蝶とは好みが合わない。

「ないよ。硝石の件の裏が取れれば、すぐにでも」

「深鹿よ。お前も諦めろ。陛下はこうと決めたら梃てこでも覆さん。それは分かってるだろう」

「どうして自身を犠牲にしてまで後継のための地ならしをする必要があるのか、私には理解しがたいのですよ」

「それは何度も言っただろう？　僕はかわいい甥っ子のため、っていう建前で兄上の仇討ちをしたいだけだって」

　あたしの頭を優しく撫でながら、深鹿様に笑うその顔は、広く知られている愚王陛下の顔ではなく、どこか黒いものを感じさせた。

「はぁ、……分かっていますよ。ですが、私は貴方を王として仕えても構わない。そう言い続けますからね」

「ありがとう深鹿。でも、やっぱり『王の瞳色』がないとみんなが不安がるから、これでいいんだよ」

「……今宵はここで失礼します。あぁ、紅鈴と言いましたか。そこの女官の処理は私が責任を持っていたしますので」

「あぁ、ありがとう。任せたよ」

　そうして宰相閣下と護国将軍が部屋を出ていくのを、あたしはようやく止まった涙の滲む目で見送った。

「え……、あたし、生きてる」

「何を言ってるんだか。死ぬ理由もないだろう？」

「だって、あたし、不審者」

　単語でしか上手く伝えられない程に言語機能が低下したあたしを、朔豹様が宥めるように頭を撫でた。

「深鹿も分かってくれたってことだろう。紅鈴が被害者だって。だから大丈夫だよ。さすがに出仕を続けさせることはできないだろうけど、無事に実家には帰せる。深鹿の『責任を持って』は信用できるから」

　じわじわと、とんでもない人たちの前に引きずり出されていたのだと実感が追いついてきて、体の力が抜けてぺしゃりと潰れそうになった。「おっと」と軽く声を上げた朔豹様が支えてくれなければ、床の冷たさを感じていただろう。いや、むしろそっちの方がよかったのでは？

　そして、ようやく回り始めた頭が、さっきまでの会話を反芻して処理していく。

「陛下、は、どうなるんですか」

「ん？」

「王太子殿下のために地ならしをして、先王陛下の仇討ちをして、陛下はもしかして――――」

「紅鈴は賢いな。……知らないままの方が幸せだったと思うんだけどね」

「な、んで……」

「最後の武器をくれたのは紅鈴だよ。ありがとう」

「あたしは、何も――――」

「せっかくだから、少し弱音を吐いてもいいかな？」

　朔豹様に手を引かれ、長椅子に座る。まるで幼子のようだと思っていたら、陛下も隣に座った。

「紅鈴は、僕の目について、どう思う？」

「目、ですか？」

　ちらりと隣を窺うと、朔豹様はまっすぐ前を見ていた。そのどこか遠くを見るような目に何だか不安になってしまったけれど、彼の横顔を見て思うのはいつも同じだ。

「睫が、長いなぁ、と」

「……ん？」

「い、いや、変な意味じゃないんですよ？　ただ睫が長いから、ちょっと伏し目がちになるだけで色気マシマシ、いえ、何でもないです！」

　朔豹様は目を二度三度瞬いて、ふわり、と笑った。その柔らかな笑みに胸が痛くなる。やばい、どうしよう。今まで意識してなかったけど、あたし、陛下のことが、好き、かもしれない。

（いやだって、愚王って言われてるけど、なんだかんだと優しいし！　愚王って言われてるけど、色気とかふいに見せるちょっと悲し気な顔とか……いやいや！）

「紅鈴、そんな風に思っていたの？」

「いやその、悪気はなくて！　あの、ほら、王族の方ですし、ご先祖様の美男美女の血筋が、ですね？」

「普通はみんな、僕の瞳の色を見るものなんだけど」

「色、ですか？」

　そういえば、『王の瞳色』についてさっきも話していたな、と改めて思い出す。歴代の国王陛下の持つ金茶の瞳は、王に相応しい色だという話は、そんなに大事なんだろうか。

　あたしが記憶の底からその知識を引っ張り上げたのが分かったのだろう、陛下は仕方のないものを見るように、あたしの頭を撫でた。

「あの、陛下……？」

「朔豹」

「……その、朔豹、様。この手は？」

「いや、単に可愛いものを愛でているだけ」

「愛でて……って、あたし、別に猫ではないですよ？」

「分かってるよ。猫にはあんな不埒な真似はしないよね？」

「……っ」

　昨晩のアレコレを思い出し、あたしの顔がぶわりと熱を帯びる。

「正直、『王の瞳色』があるだけで家臣が安心するならそれでいいと思っているんだよ。だから、兄が倒れたとき、自分は中継ぎでしかないと理解していた」

「史朧王太子殿下に引き継ぐ予定だったんですね」

「あぁ、だから史朧が成人するまでそれなりに勤めておけばいいと思っていた……んだけどね」

「何か、あったんですか？」

「兄を暗殺した連中が史朧にまで手を出し兼ねない不穏な雰囲気がね」

「あー、ナルホド、それは大変デスネ」

　思わず平坦な相槌が口から飛び出た。いや、一介の下級女官にそんなことを愚痴らないで欲しい。というか、先王陛下が暗殺されたってことも初めて知ったんだけど？

「譲位しやすいよう愚者を装ってみたけど、それをいいことに僕を傀儡の王に仕立て上げて、なんて企むものだから、それは止めないとね？」

「えぇと、おっしゃるとおりデスネ」

　どうしよう。相槌のレパートリーがない。これ以上、そんなシビアな愚痴を続けられると困る。主に相槌が。

「だから僕が愚王として処刑されるついでに、そういう面倒な輩を全員引きずり落としておこうと思って」

「っ！　それは……」

　頭の中で先程の深鹿様の言葉が繋がった。自分を犠牲にしてまで、という言葉はきっとこういうことだ。

「扇白を連座させるのに、少しばかり材料が足らないな、と思ってたところに紅鈴が来たから、うん、これで何とかなりそうだよ。ありがとう」

「あたしは……あたしは、そんなことのために扇白大臣に脅迫されたわけではないです！」

「紅鈴が話してくれた鶏小屋の件、そして今日の香油の件、二つ合わせれば十分だ。本当に感謝してる」

「な…んで、だって鶏小屋なんて、何も」

「人間の糞尿処理も、家畜の糞尿処理も国が管理している、って話したよね？」

「えぇ、嫌われやすい仕事だからと」

「あれは建前だよ。本当は反乱の芽を監視するためなんだ」

「……はい？」

　糞尿と反乱の関係性が思い当たらず、あたしは間の抜けた声を出した。

「分からないよね。うん。火薬の材料なんだ」

「糞尿が？」

「そう」

　即答されて、何も言えなくなった。いや、それよりもやたらと糞尿糞尿と連呼し過ぎじゃないか？　いや、真面目な話なんだけど。

「まぁ、そのあたりを裏とって、今日の香油も成分確認と入手経路を調べ上げるか、でっちあげるかして、きっちり処刑する予定。あ、西方公家が倒れるとかではないから、安心していいよ。さすがにそこまではできないから」

　軽くひらひらと手を振る朔豹様を見ているだけで、ぽろり、と涙がこぼれてしまった。

「紅鈴？」

「ど……して、朔豹様も処刑されなければいけないんですか？　だって、悪いのは先王陛下を暗殺した人たちだけですよね？」

「その方が円滑に事を運べる。そう思ったからだよ」

　朔豹様の指が、あたしの頬を伝う涙を拭う。

「兄が倒れて、自分が即位せざるを得ないということに気が付いたとき、最初に考えたのは、いかに史朧に道を作るか、ということだけだったんだよ」

　そう語る朔豹様の顔には、後悔も焦燥もなくて、不思議な程に凪いで見えた。それがまた、朔豹様が全てを自分で考えて受け入れた道なのだと思い知らされて、あたしの涙は止まらない。

「兄は為政者として優秀だったと思うんだ。まぁ、少し潔癖な所があったから余計に恨みを買ったけどね。史朧も兄に似て良い性質に育っている。それなら、僕にできることは露払いだけだ。残された史朧のために不名誉も不穏の種も全て持っていく。兄の死が暗殺によるものだったと知ってすぐ、そう決めたんだ」

「でも、朔豹様には、朔豹様の人生があって……、それはないがしろにしていいものではないと、思うんです」

　命は一人に一つだけ。人生だって一回だけだ。身分の貴賤とか生まれた場所によって、色々条件は違うけれど、尊い命のはず、なのに。

「紅鈴は優しいね。だから、こんな悪い男に捕まってしまうんだよ」

「朔豹様……？」

　首を傾げたあたしの膝裏に、ぐいと手が差し入れられた。何をと思う間もなく抱き上げられたあたしは、落ちないようにと慌てて朔豹様の肩にしがみつく。

「そこは首に手を回すところじゃない？」

「え、だって……、首、痛くなりませんか？」

「首の方が顔が近くなるでしょ？　ほら」

　促されて、あたしはおそるおそる手を朔豹様の首に回す。いや、近い。確かに近いけど、至近距離で朔豹様のご尊顔を見つめるのは心臓に悪い！

「拒んでもいいよ」

　歩き始めた朔豹様が向かう先にあるのは豪華な寝台で。その意味が分からないほどあたしは初心じゃなかった。

















第七章　作る予定のなかった未練












　ぽすん、と柔らかな寝台に下ろされ、あたしは朔豹様の首から手を放した。涙はようやく止まったけれど、すん、と音を鳴らして鼻をすする。

「いいんだね？」

「はい。嫌だったら、ちゃんと逃げますから」

　寝台に座ったあたしの頬に朔豹様の手が添えられる。近づいてくる顔に自然と目を閉じた。

　角度を変えて何度か触れる唇、それだけでも力が抜けてしまうのに、舌先を唇の間に差し入れられて、歯列をなぞられた。思わず身を引きそうになったけれど、おそるおそる口を開けて、彼の舌を受け入れる。

　口の中という繊細な場所を嬲なぶられる。これ、よく考えると、信頼している相手でないと許せない行為よね。

「ん……っ、は……ぁ」

　口元からこぼれる小さな水音を恥ずかしく感じながら、それでも離れてしまった唇の温もりが寂しくて、つい目の前の朔豹様を見上げる。

「遠くないうちに去ることが分かっているのに、未練になるようなものは作らないつもり……だったんだけどね」

　いつになく優しい声音の朔豹様が、あたしの瞼に口づける。くすぐったくて、でも嬉しくて、あたしは自然と微笑んでいた。

「僕のことを心配して泣く紅鈴を置いていくのが、こんなに哀しくなるとは思わなかった。もっと紅鈴がずるい女であればよかったのに、と何度思ったか」

「あたし……ズルいですよ？」

「そうかな？」

「だって、大事な簪を探してここへ向かいながら、心のどこかで、朔豹様の姿を見られるかもって思っていましたから」

　打算があったのだと打ち明けると、何故か朔豹様は大きくため息をついた。

「それはずるいとは言わないよ。いじらしいって言うんだ」

　あたしの頬を、朔豹様の大きな手が撫でる。今まで気が付いていなかったけれど、指に少しマメができているのは、筆の持ち過ぎ……？

「そんな君だから、こうして寝台まで運んできてしまった。一度でいいから、恋人のように君と肌を重ねたいと、願ってしまった……」

　まるで、遺言のような告白に、あたしは「そんな悲しいことを言わないで」と首を振るべきだったんだろう。だけど、朔豹様がこれまで頑張ってきたのだと思うと、それを否定することはできなくなっていた。

「あたしも、お優しい朔豹様をお慕いしております。どうか、一夜の夢で構いません。朔豹様がここにいることを感じさせてください」

「紅鈴……」

　朔豹様の唇から伝わるぬくもりに、あたしは深い安堵感に包まれる。あぁ、死を見据えていても、まだちゃんと生きてここにいるのだと。

「ふ、んっ」

　その唇が、耳朶を甘噛みし、首筋をなぞるように下りていくのを、あたしは朔豹様の腕の中で感じていた。帯を緩められ、はだけた胸元に、彼の唇が強く吸い付く。

「あぁ、これは確かに……うん、そそられるね」

　赤い痕を見つめ、蕩けるように微笑んだ彼の顔に、あたしは反射的に目を瞑った。

「紅鈴？」

「……大丈夫、です」

「もしかして、これ、嫌だった？」

「そうじゃないです。はい。だいじょうぶ、ですから」

「紅鈴？　もし気に入らないことがあるんだったら遠慮なく――――」

「本当に大丈夫です！　ちょっと朔豹様の顔がですね、色気マシマシ過ぎて直視できなくなっただけですので！　はい！」

　仕方なく本心を吐露したところ、小さく噴き出す声が聞こえた。おそるおそる目を開けると、そこには口元を押さえて笑いをかみ殺す朔豹様がいた。

「そんな理由で目を閉じられたのは初めてだよ」

「申し訳ありません。その、生まれてこの方、顔の整った殿方との縁がなくて」

「外側の皮一枚のことだから、そんなに言う程でもないんだけどね。でも、紅鈴、僕はちゃんと君の顔が見たいから、慣れてくれると嬉しいな」

　するり、とはだけられて露わになった胸に、ちゅ、ちゅ、と音をたてて朔豹様が繰り返し口づける。その甘い刺激に、あたしの下腹部がじん、と痺れた。

「あっ！」

　つんと尖ってしまっていた胸の蕾を口に含まれ、思わず声を上げてしまうと、小さく笑った朔豹様が、あたしをそっと柔らかな寝台に押し倒した。

「かわいいね、紅鈴」

「ち、がっ、あんまり、見ないでください……」

「無理」

　恥ずかしくて顔を隠してしまったあたしは、すぐに後悔することになる。視界を塞いでしまえば、より鋭敏に朔豹様の与える刺激を感じてしまうからだ。

　胸に吸い付いたまま、朔豹様の手があたしの脚を撫でる。裾から侵入してきた不埒な手が、太腿の感触を楽しむように撫でながら、徐々に上がってくるのが嫌でも分かってしまった。

「あんっ」

　下着の上から、朔豹様の指が秘芽を撫でる。敏感なそこを隠そうにも、脚の間には朔豹様の体があって閉じることもできない。

「ね、もっと聞かせてよ。紅鈴の声」

「朔豹様、……いじわるです」

「紅鈴がこんな可愛い声を出すのが悪いんだよ？」

　朔豹様の指が、下着の隙間から侵入を果たし、秘裂に触れる。既に潤ってしまっていることが恥ずかしい。けれど、朔豹様はそこには言及せずに、指をつぷりと入れてきた。

「やっ、さくひょ……さまぁ」

「あぁ、いいね。紅鈴、僕の名前を呼んで」

　朔豹様の指があたしの中を探るように、ぐっと折れて内側を押す。淫芽の裏側から押されて、あたしの腰が跳ねた。

「あっ、そこ、だめで……すっ」

「うん、ここがいいってことだね」

「ちがっ、さくひょう、さまっ」

　膣壁を撫でるように内側から押され、胸を口で弄ばれ、処理しきれない快感に、あたしは無意識のうちに朔豹様の頭をかき抱いた。

「やだぁっ、また、あぁっ、きちゃう……っ」

　あたしの声に呼応するように、朔豹様の親指があたしの淫芽を撫でた。それが最後のひと押しになった。

「ああああぁぁぁぁぁっっっ！」

　がくがくと震える体、足には力が入り、きゅっとつま先が丸まってしまう。そして、中に入ったままの朔豹様の指に吸い付くように秘裂が卑猥に動くのが分かる。恥ずかしい。さっきまで朔豹様の頭を抱えていた両手で、今度は自分の顔を覆う。

「紅鈴？」

「も……、見ないでください。恥ずかし過ぎます……！」

「僕は見たいんだけどな」

　そんな声とともに、さらり、と衣擦れの音が聞こえる。不思議に思ってそっと手をのけると、あっという間に全裸になっていた朔豹様が目の前にいた。

「あ、ようやく顔を見せてくれた。紅鈴も脱ごうか」

「え？　あ……はい」

　脱ぐと言っても、乱れて腰の帯だけで留まっているような状態だったから、帯さえ解いてしまえば、あっさりとあたしも裸身を晒すことになる。

「えぇと、貧相な体で申し訳ありません……？」

「今更何を言ってるのかな。別に体のメリハリなんて些細なことなのに」

　近づく顔に思わず目を閉じると、唇に柔らかく温かい感触。ゆっくりと目を開ければ、微笑む朔豹様の表情が眩し過ぎて目が潰れそうになる。慌てて目を逸らした先にあった引き締まった腕を見て、すとんと腑に落ちるものがあった。






「もしかして、鍛えていることを知られないようにしていらっしゃいます？」

「あぁ、人目に付かないところで鍛錬は続けている。何があるか分からないから」

　どうして今まで気が付かなかったんだろう。二の腕や胸板、腹筋を見れば、そこに不摂生の影なんてない。それに――――

「指のマメは、筆の持ち過ぎ、ですよね？」

　確信を持って尋ねると、頷きが返ってきた。

「さっきみたいにね、深鹿や暁輝と一緒に法令の草案を纏めたりすることもあったんだけど、誰に見られるか分からないから、文の遣り取りの方が多かったんだ」

「文……手紙、ですか？　でも取り次ぎの人には気付かれてしまいますよね？」

「文の配達人は紅鈴も見たことがあるはずだよ。と言っても、文そのものじゃないけど」

「配達人……？」

　あたしは首を傾げた。日中、うろうろしている朔豹様は何度も見ているけれど、手紙なんて持っている人は覚えがない。そもそも朔豹様の周囲にそれらしい人はいなかった。

「あの猫だよ」

「猫!?」

「文箱の隠し場所をいくつか決めておいて、それを知らせるのがあの猫の役目なんだ。深鹿や暁輝の他にも何人かの官吏があの猫に餌をやっているよ」

「そんなの、気付くわけないじゃないですか……」

「気付かれたら困るんだから、当然だよ」

　確かに愚王が愚王を装っているだけなんて、バレたら大変だ。……って、あれ？

「どうして、あたしにそれを言っちゃうんですか！」

「それは、紅鈴にあまり隠し事をしたくないから、かな？」

「隠しておいてくださいよ。あたしはそんな……きゃっ」

　腰を両手で掴まれ、あたしは何故か朔豹様の上に座らせられてしまった。

「さ、くひょう、様？」

　動揺が声に出たあたしを、至近距離で見つめる朔豹様の黒い瞳には、分かりやすい熱が込められていた。

「ね、色気のない話はここまでにしようか」

　あたしの下腹部に当たる熱い楔が、全部を物語っている気がする。

　近づいてくる顔を、あたしはそのまま待つ。唇に感じるあたたかな温もりが、ちゅ、と小さなリップ音とともに離れてしまうと、少しだけ寂しくなる。

　けれど、至近距離で合う視線が、あたしの心を救い上げた。切なくなるほど、『愛してる』と囁くようなその瞳に、あたしは視線を逸らすことすらできない。

　何度も角度を変えて重なる唇。触れる度に力が抜けて、全てを委ねてしまいたくなるから不思議だった。うぅん、委ねてしまいたいのは、きっとあたしの願望だ。

「僕の我儘に付き合わせて、悪いとは思っているんだよ」

「……」

「こうやって心を重ねて触れ合ってしまえば、別れが辛くなるのは、君だって一緒なのにね」

　あたしはふるふると首を横に振る。触れ合いたかったのは、あたしだって同じだ。

「今だけは、紅鈴とこの時間を共有したい。君の声も、肌の感触も、覚えさせて欲しいんだ。もう、紅鈴以外を求めるつもりはないから」

　今だけは、という言葉に、また瞳が滲む。

「あたしも、朔豹様を、感じたいです……！」

　涙を隠すように、あたしは自分から唇を重ねた。声が震えてしまっているので、隠しきれてはいないけれど、朔豹様はあたしの口づけに応えてくれた。

「ありがとう。紅鈴。――――」

　口の動きだけで『あいしてる』と告げてくれた朔豹様は、あたしの腰を両手で掴む。硬くそそりたつ朔豹様の肉楔が、しとどに濡れたあたしの秘裂に触れた。

「紅鈴」

「朔豹、さま……ぁっ」

　ずぶん、と熱い塊があたしを串刺しにする。一息に最奥まで突き入れられた肉楔の圧迫感に、一瞬、呼吸を忘れた。

　涙を滲ませるあたしを宥めるように、朔豹様の大きな手があたしの頬を撫でた。

「大丈夫？」

「は、い。ですから、もう動いてくださ……ぁんっ」

　返事の途中で、下から突き上げられ、声が跳ねる。激しい、けれど、あたしのいいところを探るような腰使いに、昨晩の言葉がよみがえる。

『こういうのはお互いに気持ち良くなるためのものだ。相利共生、とでも言ったらいいかな』

　思い出した途端、胸が締め付けられた。同時に蜜壺もぎゅっと締め上げてしまい、さらに朔豹様の熱を感じる。

（国王と平民、身分違いでも、こうして一人の人間として心を傾けてくれる人……なのに）

　どうして、と思うと涙が止まらない。こんなにも強く優しい人が、死ななければならないなんて。
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「んっ、あぁっ、さく、朔豹、さまっ！」

　あたしは縋りつくように朔豹様の首に手を回し、ずん、ずんと突き上げられる悦楽に体を震わせていた。

「紅鈴っ、そんなにしがみつかれたら、顔が見えないよ？」

　耳元に落とされた声に、無意識でまた蜜口が締まる。朔豹様の形を一層強く感じてしまい、喉の奥から声がこぼれた。

「顔を見せて？」

「見せられるような、顔では、ないです……」

　あたしの拒絶を無視して、朔豹様の手が両肩を優しく押してくる。絶対に涙でぐちゃぐちゃのひどい顔をしているのに。こんな顔、見せられないのに。

「あぁ、本当に紅鈴は――――」

　それなのに、何故か朔豹様はあたしの頬を伝う涙を、そっと舐めとってくれた。その唇が、今度はあたしの唇に重なり、少しだけ塩味が伝わる。

「僕になんか出会わなければよかったのにね。そうしたら、そんなに悲しむこともなかった」

「いや、です。そんなの。あたしは、朔豹様に会えて、幸せですから……っ」

　またぽろり、と涙がこぼれるのが分かった。

「そんな顔を見せられたら、途中で止められないよ？」

「構いま、せん。どうか、ちゃんと朔豹様のこと、あたしの体に刻み込んでください……っ」

　あたしの声に、珍しく朔豹様の焦るような表情が見られた。

「あぁ、もう、だから煽るようなことは言わないで欲しいなっ！　こっちだってあんまり余裕がないのにっ」

「よゆ……あぁっ、さく、さくひょう、さまっ！」

　整った容姿の朔豹様が、堪えきれない欲に駆られるように額に汗まで滲ませている。そんな姿を見せられたあたしの心に引きずられるように、体が一気に快感の高みへ放り出された。

「く、んっ」

　あたしを追いかけるように、朔豹様の体が震えた。最奥で弾けた肉楔が力を失くすのを、あたしは朔豹様にしがみついたまま感じていた。

　しばらく気怠さの残る体を隣に座る朔豹様に預けて目を瞑っていると、こつ、と額に冷たく硬いものが触れた。目を開けると、あの簪の珠が飛び込んでくる。

「簪……どこに、落ちていましたか？」

「あぁ、拾ったわけじゃないんだ。昼間に紅鈴と会ったときに、あー……借りただけで」

　そういえば、暁輝将軍が「手癖が悪い」とか言っていなかっただろうか、と今更ながらに思い出す。要は抜き取られていたらしい。

「……どうして？」

「どうして……だろうね。ただ、なんとなく、これがあれば、この先、何があっても頑張れると思っただけ。……紅鈴の大事な簪なんだろう？　返すよ」

「そういうことなら、持っていてください。地方都市で売ってるぐらいの、朔豹様にとっては安物かもしれませんけど、お守り代わりにはなるかもしれませんし」

「お守り、か。そうだね。こんなところに来てさえ前向きで周囲に染まらない紅鈴の簪だから、ご利益もありそうだ」

　どこか安堵したような朔豹様の表情に、あたしも嬉しくなる。

「それじゃ、あたしはそろそろ戻りますね」

「無理をさせたけれど、大丈夫かな」

「昔から体は丈夫なんです。安心してください」

「明日の朝、足元がおぼつかなかったら、笑ってあげようか」

「そのときは、部屋付き権限を活用してここで休憩しますね」

「あぁ、それはいいね」

　お互いに軽口を言って、あたしたちは別れた。明日の朝が今朝と同じように来るのだと、そう信じたまま。
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「え……、配置換え、ですか？」

　朝イチで女官長の令蔡様に声を掛けられたあたしの声は、動揺に掠れていた。

「えぇ、緋蝶に急ぎ仕事の引継ぎをしなさい。それが終わればまたここへ戻るように」

「か、しこまりました」

　いくら何でも早過ぎる。深夜まで朔豹様の部屋にいたのが、まるで嘘だったみたいだ。仕事もあるし、何より明日の朝にまた会えるから、と自分の部屋に戻ったことが悔やまれてならない。

「紅鈴？」

「あぁ、ごめんね、緋蝶。あたしが引き継いだときの帳面を渡しながら説明するわ。まだ陛下の朝のお支度まで時間はあるから、大丈夫」

　そういえば、陛下の部屋付きを命じられたときも、こうやって突然だったな、と思い出した。さすがに当日ではなかったけれど、前日だし、引継ぎ元は上級女官だしで、随分と気を遣ったのがもう昔のことのように思える。

（それだけ、馴染んでしまったってことよね）

　元々、平民出身の下級女官であるあたしと、畏れ多くもこの国の王である朔豹様の人生がわずかな期間でも交わったことさえ奇跡みたいなことなんだ。だから、この別れも当然のこと。

　緋蝶に引継ぎをしながら、あたしは陛下に預けっぱなしの簪のことを思いだした。そのうちに返してもらえばいいと軽く思っていたけれど、どうやら返してもらうことはできなさそうだ、と。

（うん、大丈夫。……こんなところで泣けないし）

　そんなふうに自分を鼓舞して平静を装っていたけれど、緋蝶にはお見通しだったようで、心配そうな視線を向けられた。

「えっと、大丈夫……？」

「大丈夫よ。ただ、楽だった陛下の部屋付きを離れるのは心苦しいけどね。また体を酷使する仕事が始まるわけだし」

「あ、うん、そうね」

「緋蝶もあまり気負わなくて大丈夫よ。あまり厳しい方ではないから、たぶん余程の失敗でない限りは怒られないと思うし」

「ね、紅鈴。今日の夜は愚痴に付き合うからね？」

「……ありがとう」

　この場では言えないことが多いと汲み取ってくれた緋蝶の気遣いが心に染みた。

　一通りの引継ぎを終えて一人で女官長の元へ戻ると、何故か令蔡様の厳しい視線に背筋が伸びる。まさか、引継ぎに時間がかかり過ぎたとか言われないわよね？　そもそも今日の今日で引継ぎをするのがおかしいからね？

「紅鈴」

「はい」

「貴女に解雇通知が出ています」

「……」

　心臓が凍るかと思った。そう遠くないうちにそうなると思っていたけれど、さすがに仕事が早過ぎませんか、深鹿様。

　有能宰相という噂は本物だったのだと、改めて認識させられる。その有能っぷりを深鹿様推しの緋蝶に告げたいところだけど、この令蔡様の冷たい視線から察するに、その時間すらなさそうなのが残念だ。

「その様子では、思い当たるふしがありそうですね？」

「……心当たりはございます」

「陛下の部屋付きという仕事に浮かれて、無礼をしたそうね？　一介の平民が陛下のご尊顔を拝することすら不敬というのに、全く嘆かわしいこと」

「……っ」

　あたしは反論に開きかけた口をぎゅっと閉じた。ついでに力がこもってしまった拳がぷるぷると震える。

（そんな解雇理由にするなんて、聞いていないんですけど……っ！）

　無礼。無礼とは何ぞや。名前呼びしたことが無礼と言われれば反論できないし、体を重ねたことが無礼と告げられても不服申し立てはしづらい。昨晩なんて、宰相閣下と将軍閣下と朔豹様の前に引きずり出された……って、不法侵入で解雇よりはマシか？

「どういう経緯があったのかは秘匿されていますが、宰相閣下直々の通達です。こちらの紙を財務に提出し、退職金を受け取るように。本日中に荷物をまとめて下城なさい」

「本日中、ですか？」

「えぇ、宰相閣下としても陛下の心を乱す輩は早々に城から追い出したいのでしょうね」

　もはや鶏が絞殺されるときのような声しかでない。令蔡様は事情を知らないと思うのだけれど、言葉選びが的確過ぎた。

（陛下の心を乱す輩……か）

　意味合いは違えど、確かにその通りだ。深鹿様は朔豹様が犠牲になることに反対していたけれど、最終的に朔豹様の意志を尊重するのだろう。未練を残したくないと言っていた陛下の心を揺らしてしまったあたしを傍に置きたくないに違いない。

　不思議と後悔はなかった。あたしは朔豹様と確かに心を通じ合わせた。もうお姿を見られないのは残念だけれど、身分違いの恋の幕引きなんて、きっとこんなものなんだろう。

「かしこまりました。令蔡様」

　あたしは深々と頭を下げ、自室に戻った。ここで勤めるようになってから、大して増えていない荷物をまとめるのはあっという間に終わってしまった。同室の緋蝶への置き手紙だけをしたためて、あたしは数年間寝起きしていた部屋に別れを告げた。
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「ねぇ、お兄ちゃん。帳簿の金額が合わないんだけど！」

「は？　マジか？　今月の台帳さらって見てくれ」

　あちこち飛び回って忙しい父を助けるために商会を切り盛りする兄は、今日も仕事が押して大変なことになっている。

「ごめんね、紅鈴ちゃん。私ももっと手伝えればいいんだけど」

「お義姉さんは心配しないで。大事な跡取りを立派に育てることの方が大事だから」

　心配して顔をのぞかせた義姉の腕にはすやすや眠る甥っ子がいる。あたしが実家に戻ってすぐに生まれたこの子のことを考えると、宰相閣下にあのタイミングで解雇してもらって本当に良かったと思う。

（まさか臨月まで働かせてるとは思わなかったわ！）

　信頼できる人手が足らないのは分かるけれど、一時的に祖父を使うとか色々あったじゃないか、と兄を叱ってしまった。義姉が「自分が望んで仕事してる」と言い出さなければ、きっと夜中に庭先に放り出していたと思う。

　そして生まれた赤子にかかりきりになった義姉の代わりに内向きのこととか帳簿付けの手伝いとか、きりきり働いているあたしは、城でのことなど考える余裕もなかった。忙しさに追い立てられた方が、うっかり色々なことを思い出して落ち込むこともないし、丁度よかったのだろう。

　今月の仕入れ台帳と売り上げ台帳を引っ張り出し、無心で算盤を弾く。戻ってからすぐ過去の台帳を確認したけれど、あたしの仕送りは無駄じゃなかった。さすがに退職金を家業に当てるのは断られたけれど、あたしの頑張りは実家を持ち直す助けになったと分かって安堵したのは内緒だ。

　ふと、義姉に抱かれていた赤子を思い出す。ふわふわと頼りない体に無垢な表情。癒されると同時に、いっそ自分のお腹にも芽生えていればいいのに、などと益体やくたいもないことを考えてしまった。

（万が一、妊娠してたとしたら、大スキャンダルよね）

　畏れ多くも王家の血を引く子だ。何が何でも隠し通して育てなければならない。まぁ、露見することもないか。こんな田舎の片隅だもの。

　再び計算に集中していると、何やら騒がしい声が表の通りから聞こえた。こんなに騒がしかったのは、二軒隣の金満家の旦那さんが愛人に店の費用を横流ししたのが発覚して、商会の出資者やら取引先やらが次々に押し寄せていたとき以来だ。なお、金満家の旦那さんは、その日以来、姿を見ていない。

「一応確認しておいた方がいいかな。――――お義姉さん、ちょっと出てくるから！」

　奥に引っ込んだままの義姉に声を掛け、紅鈴は外へ出る。幸い、騒ぎを少し離れているところから眺めている顔見知りのおばさんをすぐに見つけることができた。

「おばさん、これ、何の騒ぎ？」

　ちょっとした騒ぎでも見事な嗅覚で察知する噂好きのおばさんを見つけられたのは幸いだ。声を掛けると、満面の笑みを浮かべて教えてくれた。情報を得るのに手っ取り早いので助かるが、真偽が曖昧なまま話されることがあるのと、話が長くなりがちなのがいただけない。

「あら、紅鈴ちゃん。中央からの布告があってね、って言ってもまぁ、こんな場所じゃ大した影響もないんだろうけどさぁ」

「中央……？」

　その単語に、ずきりと胸が痛む。もう忘れていたはずの城での日々が一瞬で鮮やかに蘇った気がした。

「なんでも、国を自分たちにいいように動かそうっていう不遜な考えを持った中央官吏たちと、それに乗っかって楽しようとしてた王様が処刑されたんだって」

「っ」

　呼吸が止まる。心臓すら止まった気がした。いつか来るだろうと覚悟していた瞬間。けれど、来ないで欲しいと願っていた報せに、自分がどういう顔をしているのかも分からない。

「確かに、言っちゃなんだけど、今の王様は王位が転がり込んできた感じだし、やる気がなかったみたいだったし、楽したいって気持ちは分からないでもないけどねぇ。あぁ、紅鈴ちゃんも一時、王宮に出仕してたのよね？　どんな方だった？　やっぱりやる気のない感じ？」

「あ……たしみたいな下っ端が会えるわけないじゃないの。だって、体のいい下働きだもん。王様にしろ、官吏にしろ、ほとんど接する機会なんてなかったわ」

　どうしよう。ちゃんと笑えて話せているだろうか。

「そうよねぇ。あ、でも、処刑された中に西家の方も居たみたいでね？　なんか本家がてんやわんやなんだって」

　その言葉に少しだけ胸が落ち着いた。顔はほとんど覚えていないけれど、あの香油入りの小さな壺を思い出す。

「ただでさえ痛いお腹をこれ以上探られないように、内々で身辺整理とかしたりしてねぇ」

　それは大変そうだ……とまで考えたところで、はたと気が付いた。

「おばさん、どこからおばさんの推測？」

　あたしの問い掛けに、おばさんは「ふふふ、いやぁねぇ」と曖昧に微笑んだ。

　扇白大臣が連座で処刑されたところまでは真実なのだと思いたい。さすがに身辺整理の話は適当に言ってみただけだろうけど。

　おばさんとの話を早々に切り上げ、店に戻る。やりかけの計算があったことを思い出して、いつもの椅子に座り、算盤を弾きはじめた。

「……あれ」

　あたしは間の抜けた声を上げた。

　どうしよう。算盤を弾いて、ちゃんと台帳の突合せをしなきゃいけないのに。

　ぽた、ぽたと水が垂れる。台帳が汚れてしまう。でも、そもそも数字が見えない程にあたしの視界は滲んだままだった。

「紅鈴ちゃん、戻ったの？　なんの騒ぎだった？」

　義姉の声が聞こえた。変に心配をかけるのはよくない。ただでさえ商会のことで心労があっただろうに、今は子育てだけに注力して欲しい。傾きかけた商会に嫁いでくれたできたお嫁さんだ。あの兄に女性を引き寄せる魅力があるとは思えないから、本当に貴重な相手なのだ。こんなところで逃げられては困る。大事な跡取りもいることだし。

「紅鈴ちゃん？」

「はい、お義姉さん」

「……少し、休む？」

「だ、いじょうぶですよ。ちょっと目にゴミが入っちゃっただけで」

「うーん、それじゃ、ちょっとお茶に付き合って、ね？　あの子も寝てるから」

「……それなら」

　根掘り葉掘り聞かれるかと思ったけれど、義姉は表の騒ぎのことを聞いてきただけで、あとは甥っ子の成長に関する話に終始した。

　あんないいお嫁さん、どこで見つけて来たんだろう。あとで出会いについて根掘り葉掘り聞いてみよう。

　あたしは忙しさと義姉の優しさに甘えて、もうあの時のことは考えないことにした。それでも、たまに思い出しては枕を濡らすこともあるけれど。

（あまりめそめそするのは、あの方が好きだと言ってくださった前向きなあたしらしくない、ですよね、朔豹様）

　胸にぽっかりと穴が開いたけれども、いつか塞がるものだと信じて。
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　なんてことのない朝、すっきりと広がる青空の下で、あたしは一人、店の前を掃き清めていた。王の代替わりから早一年、乳飲み子だった甥っ子も一人で歩き回るようになり、目の離せない日々が続いている。

（結局、朔豹様の血は残せなかったな）

　薄っぺらいお腹はぺたんとしたまま膨れもせず、あたしは相変わらず実家の手伝いをしている。隣の集落で相変わらず鶏小屋を世話する祖父は、すっかり曾孫に骨抜きにされてしまって、顔を見せに来るたびに何かしら買ってくるため、とうとう兄に「甘やかし過ぎるな」と叱られていた。あの日は本当に肩を落としてしょぼんと帰って行ったので、見送りながら不憫に思ったものだけど、次に来たときには、けろっとお土産持参でやってきたので、もうそういう人なんだと諦めることにした。曾孫への土産ではなく、商会で頑張る兄夫婦やあたしへの差し入れだという口実を嘯いていたが、持ってくるものが変わらず子供向けなのでは意味がない。

「もう、根っからのお人よしっていうか、尽くしたいタイプなんだろうなぁ……」

　昨日も兄に怒られていたが、きっとまたニコニコ笑顔で来るだろう。賭けたっていい。賭け事は嫌いだけど、必ず勝てると分かってるなら話は別だ。

「そろそろ、丁度いい商家の息子を見つけて嫁入りを考えないとね」

　城で女官として働いていたというはったりのような経歴が通用するうちに、何とか嫁入りをしなければ。できれば商会同士が業務提携できるといいんだけど。そんないい話が転がっているわけもないから、あちこちに紹介を頼んで、最悪、妾という選択肢も考えるべきだろう。父や兄は嫌がるだろうけど。

　綺麗になった店の前の通りを一通り眺め、うん、と頷く。我ながら、考え事をしていた割にはちゃんと掃除できている。これも女官経験の賜物……？

「相変わらず掃除の手際がいいね」

「……は？」

　突然、声を掛けてきたのは、行商人風の恰好をした男だった。帽子を目深にかぶっているせいで、その顔は見えない。見えないのだけど。

　とくり、とあたしの心臓が鳴った。声に聞き覚えがある。そう、この声は、絶対に。

「やぁ、元気だった？　紅鈴」

「……やばい。働き過ぎかな。まさか幻聴が聞こえるだなんて。昨日の夜泣きが効いたかも」

　甥っ子は最近ちょくちょく夜泣きをするのだ。そのせいで睡眠不足になって注意力散漫になることはあったけど、まさか幻聴を呼ぶレベルとは。今日も元気に遊んでもらわねばなるまい。昼過ぎに全力で構い倒そう。うん。そうしよう。

「夜泣き……？　まさか、紅鈴、僕というものがありながら、子どもを作って……？」

　がし、と肩を掴まれた。その痛さは確かに感じるもので――――

「嘘……、だって、処刑されたって」

「あぁ、ちゃんとここにも報せは届いていたんだね。うん。紅鈴の言う通り、処刑されたよ。朔豹という愚王はもういない」

　あたしは慌てて彼を狭い路地に引っ張った。朝の人通りの少ない時間帯だけれど、誰かに顔を見られていないだろうか。前王の姿絵はほとんど出回っていないと思うけれど、万が一、処刑されたはずの彼がここにいると知られたら。そう思うと冷や汗が滲む。

「大丈夫だよ。ここにいるのはとある商家の相談役である『朔豊さくほう』なんだ。深鹿が新しい身分を用意してくれてたんだよ」

　朔豹様は屈むと指で地面に名前を書いて見せた。きれいなその字は教養を思わせる。これではただの平民とはしにくかったのだろう。

「名前は、どなたの発案ですか？」

「それも深鹿だよ。平民には『豊』の字が多いって」

「そうですね。農家は縁起担ぎのためにその字を好んで使っていたと聞きます。だいたい祖父の世代で」

「え、そうなの？　古臭い名前だと思われるかな？」

「いえ、今でも使われることはあるので……」

　そこまで話したところで、とうとうあたしの涙腺が限界を迎えた。ぽろり、とこぼれてしまった涙を、朔豹様の手が拭ってくれる。

「も……、あたし、会えないと……っ」

「そうだね。ごめんね」

　素直に謝ってくれる朔豹様の声が、あたしの涙を加速させる。泣き顔を隠すように、あたしは朔豹様に抱き着いた。幻影なんかじゃない。ちゃんとここにいることを確かめたかった。その温もりを感じたかった。

「うわ、熱烈だね。そんなに喜ばれると、旦那さんと子供を置いて攫さらってしまいたくなるよ」

「旦那も子どももいませんよ！　兄と甥っこならいますけど」

「あぁ……なるほど。これは僕の早とちりだね。ごめんね」

　朔豹様の手が、あたしの背中に回される。どこか遠慮がちだけれどしっかりあたしを抱きしめてくれるその手を、この上なく愛しく思ってしまう。

「そっか、それなら、いいかな」

「朔豹様？」

　ぐす、と鼻を鳴らして朔豹様の顔を見上げると、なぜかぞくりと震えがきた。愚王を装っていた朔豹様の、素の笑顔がそこにあっただけなのに。

「ねぇ、紅鈴。僕のところに来ない？」

「朔豹様の相談役になっている、という商家にですか？　どのぐらいの規模の商会か存じませんが、あたしではお役に立てるかどうか分かりませんよ？」

「あぁ、違うよ。こういうとき、平民はどういうふうに言うんだろうな。えぇとね、商会の手伝いはお願いするかどうか分からないけど、僕の奥さんになって欲しいんだ」

「そ、れは」

　全身が歓喜に震えた。空耳でなければ、求婚された？　あたしが、朔豹様に？　目を伏せて、喜びのあまり叫び出したい気持ちをぐっと抑える。

　でも、数秒としないうちに、すん、と冷めてしまった。きっとカモフラージュのために妻が必要なのだと。事情を知っているあたしなら、丁度いいと思ったんだろう。あたしが外でうっかりばらさないかという監視も兼ねて。

（それでも、……ずっと近くにいられるなら）

　たとえこの想いが一方通行でも、この人の傍にいられるなら、それで構わない。そう決めて顔を上げると、朔豹様はなぜか微妙な表情を浮かべていた。

「うん。紅鈴。たぶん、すごく勘違いをしている気がするよ。素直な所は相変わらずだ」

「それは、商家の者としては誉め言葉ではありません。……でも、勘違い、ですか？」

「やっぱり僕の言い方が悪かったんだね。あー、こほん。紅鈴。今の僕が商家の相談役をしているのは、もらい物の身分だし、色々と苦労させるかもしれないんだけど、君に隣で手伝って欲しい」

「……」

「これも違うな。いざ自分がする方になると難しいね。よし。困ったときは素直に行こう。紅鈴、君とずっと一緒にいたい。愛しているんだ。僕のこれから先は順風満帆ではないかもしれないけれど、僕の人生に巻き込まれてくれないかな？」

「あ、あい、あいし……」

「うん。良かった。伝わったね」

　熱を持って真っ赤になっているだろうあたしの頬に、大きな手が添えられる。筆の持ち過ぎだと言っていたタコは、少しだけ柔らかくなった気がした。ゆっくりと近づいてくる朔豹様の顔に、あたしは自然と目を閉じる。唇に感じる柔らかい感触。あの日、泣きながら体を重ねたことを思い出して、再びじんわりと涙が滲む。

「本当は、今日は顔を見られたらいいな、って軽い気持ちだったんだけど。やっぱり本人を見たらだめだね。我慢できなくなった」

「我慢……って」

「だって、あれから一年も経ってるわけだし、女性はすぐに付き合っていた男は過去として処理するって聞いてたし、ちゃんと君の今の暮らしを調べてから、って思ってたんだよ」

　ひやり、と背筋が冷たくなった。調べられていなくて良かったと、偶然に感謝したくなる。

（一昨日、近所の悪ガキにお尻触られて、箒をぶん回して物理的に説教したなんて知られたら、恥ずかし過ぎるんですけど！）

　ご近所さんも見守る中でのお説教だったから、口止めすら意味がないだろう。

「それで、紅鈴の返事は？」

「……あたしで、本当にいいんですか？　十人並みの容姿ですし、特技も別にありませんよ？」

「いいんだよ。紅鈴はあんな悪意渦巻く場所にいてもなお、染まり切ることはなかった。愚王だった僕を蔑むこともなければ、目の色を気にすることもなかった。それがどれほど稀有なことか、君の言動にどれだけ助けられたか、君は知らないだろう？」

　朔豹様は帯に挟んでいた簪を抜いて、軽く目の前で揺らして見せた。それは間違いなく、あの夜置いていったままのあたしの簪だった。

「それ……、まだ、持っていてくださったんですね」

「当たり前だよ。君との間に残った僅かな繋がりを、手放すはずがない」

　王宮で一人残った日々を思い出したのか、黒い瞳の奥に灯った寂しげな色に、あたしの喉がぐ、と詰まる。そうだ。あんな場所で、朔豹様はずっと立っていなければならなかった。深鹿様や暁輝様の助けも借りて、史朧様に穏便に譲位するために。

「後悔、しませんか？」

「後悔するとしたら、僕の出自のせいで君を傷つけるようなことがあったときだけだろう」

「分かりました。喜んで承ります！　あたしも、その……朔豹様を、あ、いしてますので」

　最後の言葉はどうしても小さくなってしまったけれど、朔豹様は、くすりと笑って、まるで約束を交わすように口づけをしてくれた。






　それから、朝早かったおかげで、まだ営業に出ていなかった兄に王都で知り合った相手だと紹介し、こんな妹で良ければ、とあっさり結婚の許可が下りた。その際に、「こんなガサツな妹でいいのか」と悪ガキに対する説教エピソードを暴露されたことは絶対に許せないけれど。

　日程を調整して父と顔合わせをしたり、あたしも朔豹様改め朔豊が相談役になっているという商会へ赴いたりと慌しい日を過ごし、無事に祝言を上げることができた。身内だけの本当にささやかな式だったけれど、朔豊の美貌が無駄にきらきらしく見えた。

（商会長さんにもからかわれていたっけ）

　相談役として在籍している商会は、決して大規模なものではなく、法令等に詳しい人を探していたところに朔豊が来たので、助かったのだという。出自についてはそれとなく聞かされているらしいけれど、王都に進出する予定もないので、別に構わないと思ったのだそうだ。

「あれ、朔豊？」

　今日は夕方の帰りだと聞いていた彼の姿を玄関に見つけ、あたしは慌てて外套を受け取った。軽く汚れを払って玄関先に引っかける。

「今日は隣町まで出るって言っていなかった？」

「先方の都合で延期になったんだ。南地区で川が増水してるせいで対応に追われてるみたい」

「それは大変ね。溢れないといいのだけど」

「うん。だから、南地区の方には絶対に出かけないでね」

「今のところは南地区に用事はないから大丈夫よ」

「今のところは、じゃなくて、落ち着くまでは。いいね？」

「朔豊、そんなに心配しなくても」

「だめだから。紅鈴のことだから、たぶん大丈夫、ぐらいの気持ちで出かけそうだし」

　ぐ、と反論に詰まって変な声が出てしまった。確かにあたしならやり兼ねない。

「ただでさえ今は大事な時期なんだから」

「大事な……って、気にする時期は過ぎたわよ？」

「だめ」

　ここまで朔豊が心配性になっているのも、あたしが妊娠しているせいだ。悪阻も軽く済み、ようやくお腹がふっくらしてきたぐらいなので、まだまだ産み月には早い。だというのに、走るな重い物を持つな洗濯は業者に頼め、と心配が過ぎる。特に最後のは家計への影響が大き過ぎるのでむちゃくちゃ説得した。

（朔豊の気持ちも分からないではないけれど）

　元々、兄や甥への愛情は深い人だったから、家族愛に飢えていたんじゃないかと思う。愚王を装うと決めたとき、自分の結婚や子を持つことも諦めていたに違いない。

（そうでないと、妊娠が分かったときにあそこまで喜ばないわ）

「大丈夫よ。あなたの妻は弱くないの、知ってるでしょ？」

「……知ってる」

　うっかりお腹を潰さないように、とそっと抱きしめられる。その温もりに、あたしは身を委ねた。






　今でもたまに思い出すことがある。王宮での気の休まらない日々を。とりわけ、最後の二週間ほどの濃い日々を。

　朔豊も、中央の方角を見つめて、ぼーっと突っ立っていることがあるから、きっと似たようなものなんだろう。

　けれど、あたしたちはあの場所には戻らない。ここで生きていく。少なくともあたしは、一度命を諦めた彼を、普通の幸せな人生という道に留まらせるために努力し続けるだろう。
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　鵬天国の史書には、「愚王朔豹は、実の兄である国王を暗殺し、悪政を敷いた」と記されている。即位から十年後に先代遺児である史朧王太子と彼を支える忠臣らによって悪事が詳らかになり、毒杯を賜った、と。悪政の十年で国が傾かなかったのは、ひとえに先代に仕え、遺児を守り育てた忠臣たちの尽力によるものとされ、忠義ある臣の大切さを説く事例として挙げられることが多い。

　――――その記述もすべて、真実を知る者たちが口を閉ざした結果である。







完










著者紹介




長野　雪（ながの・ゆき）


ファンタジー系小説を主に執筆しｗｅｂで公開。恋愛系小説は一途なタイプ（ヤンデレ含む）が多め。

２０１６年に「重たい執着男から逃げる方法」で出版デビューに至る。






発行　天海社








Copyright © 2024 Yuki Nagano All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章　押し付けられた不釣り合いな仕事



		第二章　陛下と意外な場所でご対面



		第三章　突然のお偉いさんからの呼び出し



		第四章　不本意ながら寝所に襲撃



		第五章　戻れない日常と失せ物探し



		第六章　秘密を漏らす自信しかありません



		第七章　作る予定のなかった未練



		第八章　処刑された愚王は

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/i-002.jpg





item/image/i-001.jpg





item/image/i-003.jpg





item/image/gaiji-001.png





